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令和７年第３回安堵町議会定例会会議録 

（１日目） 

 

令和７年９月２日（火）開会 

午前１０時 

 

１ 応招議員 ９名 

１ 番 松田  勝  ２ 番 近藤 晃一 

３ 番 森田 裕康  ４ 番 福井 保夫 

５ 番 淺 野  勉  ６ 番 上林 勝美 

７ 番 山岡  敏  ８ 番 増井 敬史 

９ 番 森田  瞳    

 

２ 出席議員 ９名 

 

３ 欠席議員 なし 

 

４ 地方自治法第１２１条の規定により、説明のため出席した者の職氏名 

町 長 西本 安博  副 町 長 富井 文枝 

教 育 長 久保 茂樹    

総 務 部 長 吉田 一弘  住 民 生 活 部 長 勝 井  顯 

事 業 部 長 廣瀬 好郁  理 事 池田 佳永 

教 育 次 長 溝本 貴宏  会 計 管 理 者 富士 青美 

総 合 政 策 課 長 増田 篤人  安全安心課長 吉田 貴史 

税 務 課 長 藤岡 征章  住 民 課 長 吉田 彰宏 

子ども家庭推進室課長 西田 淳二  健康福祉推進室課長 井上 育久 

 

５ 職務のため出席した者の職氏名 

議会事務局長心得 𠮷岡 さとこ  議会事務局リーダー 吉田 裕一 
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６ 会議事件は次のとおりである。 

 日 程 

 第 １ 会議録署名議員の指名 

 第 ２ 会期の決定 

 第 ３ 諸般の報告 

 第 ４ 行政報告 

 第 ５ 報告第 １号 専決処分の承認を求めることについて（安堵町会計年度任用職

員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例に

ついて） 

 第 ６ 報告第 ２号 専決処分の承認を求めることについて（令和７年度安堵町一般

会計補正予算（補正第４号）について） 

 第 ７ 議案第 １号 安堵町教育委員会教育長の任命につき同意を求めることについて 

 第 ８ 議案第 ２号 安堵町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 

 第 ９ 議案第 ３号 安堵町人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

 第１０ 議案第 ４号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例に

ついて 

 第１１ 議案第 ５号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について 

 第１２ 議案第 ６号 安堵町税条例の一部を改正する条例について 

 第１３ 議案第 ７号 安堵町共同浴場条例の一部を改正する条例について 

 第１４ 議案第 ８号 令和７年度安堵町一般会計補正予算（補正第５号）について 

 第１５ 議案第 ９号 令和７年度安堵町介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算

（補正第１号）について 

 第１６ 議案第１０号 安堵中央公園体育館雨漏修繕工事の契約の締結について 

 第１７ 議案第１１号 まほろば環境衛生組合規約の変更について 

 第１８ 議案第１２号 訴えの提起について 

 第１９ 認定第 １号 令和６年度安堵町一般会計歳入歳出決算の認定について 

 第２０ 認定第 ２号 令和６年度安堵町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

 第２１ 認定第 ３号 令和６年度安堵町介護保険特別会計（保険事業勘定）歳入歳出

決算の認定について 

 第２２ 認定第 ４号 令和６年度安堵町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

について 

 第２３ 認定第 ５号 令和６年度安堵町水道事業会計決算の認定について 
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 第２４ 認定第 ６号 令和６年度安堵町下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定

について 

 第２５ 報告第 ３号 令和６年度決算に係る健全化判断比率報告書について 

 第２６ 報告第 ４号 令和６年度決算に係る資金不足比率報告書について 
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開 会 

午前１０時０４分 

 

 

 

議長（近藤晃一） 定刻を若干経過いたしましたが、只今から、令和７年第３回安堵町議会

定例会を開会します。 

  出席議員は９名です。 

  定数に達していますので、会議は成立しました。 

  これから本日の会議を開きます。 

  はじめに、西本町長より開会にあたり御挨拶をお願いいたします。 

 

町長（西本安博） はい、議長。 

 

議長（近藤晃一） はい。西本町長。 

 

（西本町長 登壇） 

 

町長（西本安博） 皆さん、おはようございます。 

 

（「おはようございます」という声あり） 

 

町長（西本安博） 毎日のように猛暑の日が続き、稲作の終盤を迎え水不足が深刻化してお

ります。恵みの雨が欲しい今日この頃でございます。 

  そのような天候の中で、本日も大変暑い中、令和７年第 3回安堵町議会定例会を招

集いたしましたところ、議員におかれましては公私ともお忙しい中、御出席を賜りあ

りがとうございます。 

  それでは本日提案させていただく案件ですが、議案が１２件、報告案件が４件、令和

６年度決算関係の認定案件が６件の計２２件でございます。 

  議員の皆様に御審議いただく前に、各案件の概略を説明させていただきます。 

  まず、報告第１号「専決処分の承認を求めることについて」でございます。安堵町会
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計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例について、地域手当の支給割合を改

正するために、令和７年７月１日に専決させていただきましたことを報告するもので

ございます。 

  次に、報告第２号「専決処分の承認を求めることについて」でございます。令和７年

度安堵町一般会計補正予算（補正第４号）について、新校務支援システムの本格稼働

に伴い、８月中に教職員用端末を早急に整備する必要がございました。そのために、

令和７年８月４日に専決させていただきましたことを報告するものでございます。 

  次に、議案第１号「安堵町教育委員会教育長の任命につき同意を求めることについ

て」でございます。教育長の任期満了に伴い、現教育長について引き続き任命を行い

たく、議会の同意を求めるものでございます。 

  次に、議案第２号「安堵町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて」

でございます。委員の任期満了に伴い、同委員について引き続き任命を行いたく、議

会の同意を求めるものでございます。 

  次に、議案第３号「安堵町人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて」で

ございます。委員の任期満了に伴い、同委員について引き続き同職に推薦を行いたく、

議会の意見を求めるものでございます。 

  次に、議案第４号「職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例につ

いて」でございます。令和７年１０月１日施行の、育児に係る両立支援制度について、

利用しやすい勤務環境に整備することに関し、条例の一部を改正するものでございま

す。 

  次に、議案第５号「職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について」

でございます。令和７年１０月１日施行の、育児時間の多様化に関し、条例の一部を

改正するものでございます。 

  次に、議案第６号「安堵町税条例の一部を改正する条例について」でございます。地

方税法等の一部を改正する法律等が公布されたことに伴い、安堵町税条例について所

要の改正を行うものでございます。 

  次に、議案第７号「安堵町共同浴場条例の一部を改正する条例について」でございま

す。共同浴場の使用料について、条例の一部改正を行うものでございます。 

  次に、議案第８号「令和７年度安堵町一般会計補正予算（補正第５号）について」で

ございます。総額１億４，０６５万２，０００円の補正額でございますが、主な内容

といたしましては、なら国際映画祭で安堵町の魅力を世界に発信するための補正予算、

定額減税不足額給付金を対象者へ支払うための補正予算、小中学校体育館への空調設
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備の設置により、児童生徒の熱中症対策及び学校施設の避難所機能を強化するため及

び中学校の自転車通学の開始に向けた、駐輪場の整備を行うための補正予算、財政調

整基金への積立金予算の増額補正等でございます。 

  次に、議案第９号「令和７年度安堵町介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算

（補正第１号）について」でございます。令和6年度決算による、実績精算に伴う補

正予算でございます。 

  次に、議案第１０号「安堵中央公園体育館雨漏修繕工事の契約の締結について」でご

ざいます。予定価格が５，０００万円を超えており、議会の議決に付すべき契約及び

財産の取得又は処分に関する条例第2条に該当するため、議会の議決を求めるもので

ございます。 

  次に、議案第１１号「まほろば環境衛生組合規約の変更について」でございます。ご

み中継施設の開業に伴い、事務局の所在地を変更するには構成市町村の議決が必要と

なるため、まほろば環境衛生組合規約の一部を変更するものでございます。 

  次に、議案第１２号「訴えの提起について」でございます。令和６年３月議会で、調

停の申立てを上程し、可決いただきました。その後、弁護士を介し調停を進めてまい

りましたが、調停が不成立となったため、訴えを提起するものでございます。 

  次に、認定第１号から認定第６号につきましては、各会計におきまして令和６年度

決算を認定いただくものでございます。 

  次に、報告第３号「令和６年度決算に係る健全化判断比率報告書について」でござい

ます。健全化判断比率につきまして、御報告させていただくものでございます。 

  次に、報告第４号「令和６年度決算に係る資金不足比率報告書について」でございま

す。資金不足比率につきまして、御報告をさせていただくものでございます 

  以上、簡単に説明をさせていただきましたが、詳細は、その都度、担当課長より説明

をさせますので、御審議、御承認、御可決賜りますようお願い申し上げ、開会にあた

りましての御挨拶とさせていただきます。 

  以上でございます。 

 

議長（近藤晃一） はい。町長ありがとうございました。 

  それでは、お手元の議事日程に従いまして、進めてまいります。 

  日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。 

  本定例会の会議録署名議員は、安堵町議会会議規則第１２０条の規定によりまして、

６番 上林勝美議員、７番 山岡敏議員を指名します。 
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  よろしくお願いいたします。 

 

 --------------------------------------------------------------------------  

 

議長（近藤晃一） 続きまして、日程第２「会期の決定」を議題といたします。 

  お諮りします。 

  本定例会の会期は、本日から１９日までの１８日間にしたいと思います。 

  御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（近藤晃一） 異議なしと認めます。 

  本定例会の会期は、本日から１９日までの１８日間とすることに決定をいたしまし

た。 

 

 --------------------------------------------------------------------------  

 

議長（近藤晃一） 続いて、日程第３「諸般の報告」を行います。 

  ２件の報告があります。 

  まず１件目。７月７日月曜日に行いました議員派遣について、文教厚生常任委員会 

松田委員長から報告をお願いします。 

 

文教厚生常任委員会委員長（松田 勝） はい、議長。 

 

議長（近藤晃一） はい。松田委員長。 

 

（松田文教厚生常任委員会委員長 登壇） 

 

文教厚生常任委員会委員長（松田 勝） 皆さん、おはようございます。 

 

（「おはようございます」の声あり） 
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文教厚生常任委員会委員長（松田 勝） それでは、議員派遣報告をいたします。令和７年

８月４日、安堵町議会議長 近藤晃一様、議員派遣代表 文教厚生常任委員会委員長 

松田勝。安堵町議会議員派遣視察研修報告書。安堵町議会議員派遣について、視察研

修を実施しましたので、別紙のとおり会議規則第７１条の規定により報告します。 

 １．視察目的、安堵町立小学校及び中学校を視察し、小中一貫教育の推進を図るとと

もに、安堵町の教育振興に寄与することを目的とする。 

 ２．期日、令和７年７月７日月曜日、午前１０時３０分 

 ３．派遣場所、安堵町立小学校及び中学校 

 ４．派遣議員、近藤議長、山岡副議長、松田議員、森田裕康議員、福井議員、淺野議

員、上林議員、増井議員、森田瞳議員 

 ５．随行者、久保教育長、溝本教育次長、塩野教育推進課主幹、楠木教育推進課指導

主事、𠮷岡事務局長心得 

 ６．視察内容、小学校で各学年の１クラス（合計６クラス）を参観した。各学年での

学習は、従来の、先生が一方的に喋り、質問をしていた形とは異なり、児童の自主性

と協調性を重要視した授業へと変革されていた。例えば、小学１年生のひらがな学習

でパソコンを利用し、それぞれが自分のペースで行っているのを先生が各机を回りな

がら確認をしていた。 

  その後、中学校に移動。各学年の１クラス（合計３クラス）を参観した。ここでも生

徒の自主性を重要視した授業の展開がなされていた。 

  最後に、生徒達と同じ給食を試食した。栄養教諭の方から給食メニューの説明がな

され、栄養やカロリーなど、きめ細かな計算の下に調理されており、生徒達も満足し

ているものと推測された。 

  今後も、さらなる教育の変革が必要とされており、小中一貫教育の推進を図ること

もその一つである。教育委員会が中心となり、早急な対策の策定が必要と考える。 

  さらに、施設の関連で２点申し添える。１点目は、小学校の建物の老朽化が激しく、

修理が必要な部分があることと、１階職員室前廊下が薄暗い感じがしたので、早期の

ＬＥＤ化工事が必要と考える。 

  ２点目は、小中学校の体育館空調設備の改善である。今年は梅雨明けが早く、学校訪

問をした当日も３５度越えの厳しい暑さとなっており、午後の体育の授業は教室で行

うこととなっていた。もちろん体育館での授業も計画されているが、運動場と同じぐ

らいの暑さを感じた。今年度以降も同様の暑さになることを想定し、体育館の空調設

備の改善が必要と考える。 
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  以上です。 

 

議長（近藤晃一） はい。松田委員長ありがとうございました。 

  それでは２件目、７月２９日に行いました議員派遣について、遊水地底面利活用特

別委員会 上林委員長から報告をお願いします。 

 

遊水地底面利活用特別委員会委員長（上林勝美） はい、議長。 

 

議長（近藤晃一） はい。上林委員長。 

 

（上林遊水地底面利活用特別委員会委員長 登壇） 

 

遊水地底面利活用特別委員会委員長（上林勝美） 報告させていただきます。令和７年７月

３１日、安堵町議会議長 近藤晃一様、派遣議員代表 遊水地底面利活用特別委員会

委員長 上林勝美。安堵町議会議員派遣（視察研修）報告書。安堵町議会議員派遣に

ついて、視察研修を実施しましたので、別紙のとおり会議規則第７１条の規定により

報告します。 

 １．目的、川西町保田遊水地は、内外水対応型遊水地として整備され、６月から災害

時の治水施設として運用が始まり、一方、平常時の活用として、国内初の国際規格の

インラインスケート場やイベント広場、芝生広場、駐車場等の整備も進んでいます。

施設を視察することで安堵町の遊水地底面利活用計画の進展を図る。 

 ２．期日、令和７年７月２９日火曜日 

 ３．場所、川西町保田遊水地・オーバルパークかわにし 

 ４．派遣議員、近藤議長、松田議員、森田裕康議員、福井議員、淺野議員、上林、増

井議員、森田瞳議員 

 ５．随行者、池田事業部理事、𠮷川事業課主幹、𠮷岡議会事務局長心得、吉田リーダ

ー 

 ６．視察内容、磯城郡川西町にある「保田遊水地・オーバルパークかわにし」を視察

した。施設底面は、全面コンクリート張りで３段階（Ａ・B・C 地区）の高低差があ

り、本年４月に一番高いC地区に完成したインラインスピードスケート専用トラック

で全国選手権開催により試験運用された。C地区は１０年に１回の浸水予定域である。 

  その他、人工芝エリア、イベントエリア、駐車場１００台なども整備されており、来
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年４月の一般利用に向け管理棟、トイレ、上下水道の整備を進めていく予定と説明が

あった。 

  平時の遊水地底面利活用のメリットとして、日常的な維持管理により、ごみの堆積

など環境悪化を防ぐ。 

  また、スケートパークを通じて、認知度の向上、地域の活性化を図る。そして住民が

参加できるイベントを開催するほか、日常的に利用できる遊歩道・芝生エリアの整備

により交流・体験の場とできる。高台にプレハブや防災トイレを設置し、防災機能強

化が図れる。 

 質疑応答要旨、質問：インラインスピードスケート専用トラックを設置した目的につ

いて／回答：時間の余裕がない中、スケートボード場を整備する案もあったが、全国

的に整備が進んでいることや町独自の魅力を打ち出すため、ローラースポーツ連盟と

協議する中で結論に至った 

  質問：底面の施設設置にかかった費用及び負担区分について／回答：町事業費約７，

０００万円（町単独約３，５００万円、国デジ電交付金約３，５００万円） 

  質問：維持管理について／回答：日常的な維持管理に関する管理・清掃等は、川西町

が行う。災害時などは、国と町が連携し協力して復旧対応にあたる。底面利用の維持

管理費は、町予算に計上済み。清掃等は、今年度の経験を踏まえて予算化する予定で

ある。 

  以上です。 

 

議長（近藤晃一） はい。上林委員長、ありがとうございました。 

 

 --------------------------------------------------------------------------  

 

議長（近藤晃一） それでは、日程第４「行政報告」を行います。 

 

町長（西本安博） はい、議長。 

 

議長（近藤晃一） はい。西本町長。 

 

（西本町長 登壇） 
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町長（西本安博） それでは、行政報告をさせていただきます。 

  まずは、まほろば環境衛生組合の可燃ごみ中継施設についてでございます。令和６

年８月１日から安堵町内で工事を進めております、まほろば環境衛生組合可燃ごみ中

継施設が間もなく完成する予定でございます。９月２５日に竣工式を行い、令和７年

１０月１日より供用開始となる予定でございます。 

  安堵町で整備をしております可燃ごみ中継施設の愛称は、まほろばリレーステーシ

ョンに決定をさせていただきました。 

  安堵町の可燃ごみは、１０月より広陵町と河合町の可燃ごみとともに、まほろばリ

レーステーションに集められ、１０トンの大型運搬車に積み替え、山辺・県北西部広

域環境衛生組合の、やまとｅｃｏクリーンセンターに運搬し、処分することとなりま

す。 

  次に、第１４回安堵町ふれあい盆踊り大会についてでございます。安堵町の伝統行

事、風物詩でございます第１４回の安堵町ふれあい盆踊り大会が８月２４日日曜日に

盛大に開催をされました。 

  当日は４，０００人の方々が来場され、盆踊りの他、和太鼓演奏・空手・キッズダン

ス等のイベントや多くの模擬店が出店され、フィナーレには花火が打ち上げられ、会

場は大いににぎわったところでございます。 

  次に、災害時における井戸の使用に関する協定についてでございます。令和７年８

月１２日に災害対策事業の一環として、イシメン株式会社と株式会社レインボーリネ

ンサプライと災害時における井戸の使用に関する協定を締結いたしました。 

  この協定は、地震風水害などの大規模な災害が発生し、断水等が発生した場合、住民

の生活用水の確保のため、企業が所有する井戸を使用し、井戸水の提供を受けるため

の協定となるわけでございます。 

  次に、大阪・関西万博の安堵町出店についてでございます。２０２５年日本国際博覧

会、大阪・関西万博が大阪夢洲におきまして開催されております。世界中から多くの

方々が来場し、会場は大いに盛り上がっているところでございます。 

  奈良県と県内３９市町村は、奈良を拠点に映画制作をする河瀬直美氏がプロデュー

スするパビリオン、ダイアログシアター命のあかしとコラボレーションし、９月１２

日から２５日の１４日間で、５グループに分かれて出展をいたします。安堵町は9月

１６日と１７日の2日間で、本町の歴史や文化について出展を行いたい、このように

考えております。 

  次に、なら国際映画祭実行委員会の映画制作への協力についてでございます。映画
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監督の河瀬直美氏がエグゼクティブプロデューサーを務める、なら国際映画祭の、奈

良と世界をつなぐ映画制作プロジェクトである、ナラティブが、この度、安堵町をロ

ケ地として映画を制作することになりました。 

  このプロジェクトは、県内自治体がロケ地となるわけでございまして、本町で記念

の１０作目となります。記念すべき作品が、安堵町で撮影することとなるわけでござ

います。 

  住民と、なら国際映画祭のコンペティション部門において受賞した監督・スタッフ

が映画撮影活動に協力して取り組むことで、安堵町の地域コミュニティーの活性化が

期待されるところでございます。 

  また、撮影された作品が、国内外の映画祭等で上映され、ロケ地である安堵町に世界

の皆様から関心を持っていただき、関係人口が増加することで、地域経済が活性化す

ると期待をしているところでございます。 

  以上でございます。 

 

教育長（久保茂樹） はい、議長。 

 

議長（近藤晃一） はい。久保教育長。 

 

（久保教育長 登壇） 

 

教育長（久保茂樹） よろしくお願いします。行政報告させていただきます。教育委員会所

管事務について、６月議会で御報告させていただいた以降の新たな事項について報告

をさせていただきます。 

  まず、町立学校において、１学期の教育課程の執行を終え、７月１９日より８月末ま

で夏期休業、９月１日月曜日より２学期の始業を迎えております。 

  なお、こども園においては、３歳から５歳児の１号認定の園児は７月１９日から８

月２０日まで夏休みがあり、その他の園児は順調に通常の保育活動を遂行しておりま

す。 

  次に、７月８日火曜日午後です、第１回学校運営協議会を開催し、会長・副会長の選

出、協議会規則や運営委員会の目的そして意義についての共有をしたあと、児童生徒

の様子と、これからの取組について議論が交わされました。次回は１２月開催予定で

す。 
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  次に、教育委員会が所管している社会教育関係ですが、「水泳教室」、「親子陶芸教

室」、「親子ｄｅクッキング」など、予定していた講座を無事終えることができまし

た。 

  今後の予定としまして、スポーツ協会主催の秋季大会を９月７日、１４日にかけて

競技ごとに開催を予定しています。教育委員会主催の第５０回町民体育祭を１０月２

６日に、また第３９回町民文化祭を１１月１日から３日にかけての三日間で開催させ

ていただき、三日目の１１月３日には人権教育講演会もカルチャーセンターにて開催

させていただく予定です。 

  今後におきましても、町立学校及びこども園の諸行事の実施、社会教育事業等、円滑

な運営に努めてまいりたいと考えております。 

  以上、教育委員会関係の御報告といたします。 

 

議長（近藤晃一） これで、行政報告を終わります。 

 

 --------------------------------------------------------------------------  

 

議長（近藤晃一） 続いて、日程第５ 報告第１号「専決処分の承認を求めることについて

（安堵町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例に

ついて）」を議題といたします。 

  本案件について、提案理由の説明を求めます。 

 

総合政策課長（増田篤人） はい、議長。 

 

議長（近藤晃一） はい。増田総合政策課長。 

 

（増田総合政策課長 登壇） 

 

総合政策課長（増田篤人） 改めまして、おはようございます。総合政策課 増田でござい

ます。どうぞよろしくお願いいたします。報告第１号「専決処分の承認を求めること

について（安堵町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正す

る条例について）」説明させていただきます。 

  本改正につきましては、令和６年８月の人事院勧告により、国家公務員の一般職の
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給与に関する法律の一部を改正する法律が同年１２月に可決・成立したことに伴い、

国の改正に準じて、安堵町の会計年度任用職員に係る地域手当の支給割合を改正する

ものでございます。 

  改正内容につきましては、会計年度任用職員の地域手当について、一般職の職員と

同様に見直しを行うものでございます。 

  また、本改正につきましては、国の改正に合わせて令和７年４月１日より施行すべ

きところですが、令和７年６月に改正漏れが発覚し、早期に改正を行う必要があった

ことから、令和７年７月１日の専決処分とし、公布の日から施行、令和７年４月１日

より適用させていただきました。 

  それでは、詳細につきまして、新旧対照表により説明させていただきます。議案書の

３ページ、新旧対照表をお願いいたします。 

  第１７条第４項でございますが、パートタイム会計年度任用職員の地域手当を「１

００分の６」から「１００分の４」に改めます。 

  なお、本条例は公布の日から施行し、令和７年４月１日から適用します。経過措置と

いたしまして、令和７年４月１日から令和８年３月３１日までの間は「１００分の４」

とあるのは「１００分の５」とします。 

  以上でございます。 

  それでは、議案書を朗読いたします。 

 報告第１号 専決処分の承認を求めることについて（安堵町会計年度任用職員の給与

及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について） 

  地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１７９条第１項の規定に基づき、安堵町

会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例を別紙の

とおり専決処分したので、同条第３項の規定により、これを報告し議会の承認を求め

る。 

  令和７年９月２日報告、安堵町長 西本安博。 

  次のページをお願いいたします。 

 専決処分書 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１７９条第１項の規定に基づき、安堵町会

計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例を別紙のと

おり専決処分する。 

  令和７年７月１日専決、安堵町長 西本安博。 

  本文につきましては、先ほどの説明と重複いたしますので割愛させていただきます。 
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  以上でございます。 

  御審議、御承認よろしくお願いいたします。 

 

議長（近藤晃一） はい。只今、日程第５ 報告第１号について、説明がございました。 

  何か、質疑ございますか。 

 

６番（上林勝美） はい、議長。 

 

議長（近藤晃一） はい。上林議員。 

 

６番（上林勝美） お尋ねいたします。今般、報告第１号で、会計年度任用職員、パートタ

イムの方ということで、条例の改正漏れがあったということで、するということなん

ですが、本条例によって、今年の4月1日に遡って地域手当が６％から５％にという

ことで、不利益的な遡及適用になると思いますが、その点は不利益遡及ということで、

できないのではないでしょうか。 

 

総合政策課長（増田篤人） はい、議長。 

 

議長（近藤晃一） はい。増田課長。 

 

総合政策課長（増田篤人） 自席より失礼いたします。総合政策課 増田でございます。先

ほども説明させていただきましたとおり、本町は国の改正に準じて地域手当の方を運

用しているところでございます。すべての一般職とフルタイム会計年度任用職員につ

きましては５％を運用しておりまして、同様に、すでにパートタイム会計年度任用職

員につきましても５％を運用しているところでございました。 

  これに合わせて、改正漏れを修正したところでございますので、不利益ということ

では認識はしておりませんので、御理解頂きますようによろしくお願いいたします。 

 

６番（上林勝美） はい、議長。 

 

議長（近藤晃一） はい。上林議員。 
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６番（上林勝美） 一般職の方と一緒の適用なので問題ない。ということなんですが、条例

がないのに４月から減額してたというのは、問題ではないのでしょうか。 

 

総合政策課長（増田篤人） はい、議長。 

 

議長（近藤晃一） はい。増田総合政策課長。 

 

総合政策課長（増田篤人） 改正できていなかったことについては、お詫びいたします。完

全に事務が漏れていたというところでございます。ただ、事務的には5％運用で進め

ておりましたので、会計年度任用職員に対しては不利益とは考えておりませんので、

御理解いただけますようによろしくお願いいたします。 

 

６番（上林勝美） はい、議長。 

 

議長（近藤晃一） はい。上林議員。 

 

６番（上林勝美） 会計年度任用職員は１年を限ってということで、毎年更新という形を取

っておられると思いますが、1年の中でも、そうやって遡及して不利益を被ると。職

員と同様に人勧を適用したということなんですが、今後はこういう漏れのないように

お願いします。 

  それと、もう１点ですが、併せて会計年度任用職員の勤務条件通知書について、４月

段階で辞令交付しておられると思うんですが、以前から、年度当初に決めた額で会計

年度任用職員については人勧の適用はないと。そのままいくというお話でしたが、改

めて給料表を用いるということを聞きましたので、その点について説明をお願いしま

す。 

 

総合政策課長（増田篤人） はい、議長。 

 

議長（近藤晃一） はい。増田総合政策課長。 

 

総合政策課長（増田篤人） 会計年度任用職員の勤務条件通知書についての御質問ですけど

も、これまでは、年度当初に通知していた内容を人事院勧告を適用せずに運用してい
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たところでございますが、令和７年度よりその内容を改めまして、適用できるように

組織の方を変えた上で、皆さんに通知しております。 

  ですので、人事院勧告等を今後反映できるようにしておりますので、御理解いただ

きますようにお願いいたします。 

 

６番（上林勝美） はい、議長。 

 

議長（近藤晃一） 上林議員。 

 

６番（上林勝美） 今年度から会計年度任用職員についても、人事院勧告の、昇給について

適用していくというお答えでしたが、これについても当初から、辞令交付の段階で、

今年の人勧適用については、あるかないかというのが部内で話があると思うんですが、

最近になってそういう取扱だという説明をされてるんですが、なぜそういうふうに、

年度当初にそういう給料表を用いると決めてるのに、遅く我々に説明をされるわけで

すか。 

 

総合政策課長（増田篤人） はい、議長。 

 

議長（近藤晃一） はい。増田総合政策課長。 

 

総合政策課長（増田篤人） 大変申し訳ありません。私の認識不足でございます。以後気を

つけるようにいたします。 

 

６番（上林勝美） はい、議長。 

 

議長（近藤晃一） 上林議員。 

 

６番（上林勝美） 今後、遺漏のないように、よろしくお願いいたします。 

  質問を終わります。 

 

９番（森田 瞳） はい、議長。 
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議長（近藤晃一） はい。森田瞳議員。 

 

９番（森田 瞳） パートの方々、要するに地域手当のことで論議されておりますけども、

安堵町の特別職の地域手当というのを各町から見てみたら、特別職の方が非常に減額

されておる。以前から減額されてるということも聞き及んでおります。 

  この辺をですね、総合的に見直ししていただいて、他町と同様に地域手当の支給の

方も一考されてはどうかということも、進言をさせていただいて、私の意見とさせて

いただきます。 

  以上です。 

 

議長（近藤晃一） はい。本件に関しましては、助言いただいたという形で受けてよろしい

でしょうか。 

 

９番（森田 瞳） はい。 

 

議長（近藤晃一） はい。では後日検討いただくということでお願いします。 

  それと、上林議員の質問の中で、不利益行為の遡及という言葉がございました。こ

れ、本議会で不利益行為を承認したというふうになるといけませんので、不利益行為

には該当しないという説明の下であったというところだけは、申し添えたいと思いま

すので、よろしくお願いいたします。 

  それでは、本件に関しまして質問ございますか。 

 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（近藤晃一） それでは、質疑なしと認めます。 

  討論を省略しまして、これより報告第１号を採決します。 

  お諮りします。 

  本案を原案のとおり承認することに御異議ございませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（近藤晃一） 異議なしと認めます。 
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  報告第１号は、原案のとおり承認されました。 

 

 --------------------------------------------------------------------------  

 

議長（近藤晃一） 続いて、日程第６ 報告第２号「専決処分の承認を求めることについて

（令和７年度安堵町一般会計補正予算（補正第４号）について）」を議題といたしま

す。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

 

総合政策課長（増田篤人） はい、議長。 

 

議長（近藤晃一） はい。増田総合政策課長。 

 

（増田総合政策課長 登壇） 

 

総合政策課長（増田篤人） 総合政策課 増田でございます。よろしくお願いいたします。

報告第２号「専決処分の承認を求めることについて（令和７年度安堵町一般会計補正

予算（補正第４号）について）」でございます。 

  本補正につきましては、令和７年９月からの新校務システムの本格稼働に伴い、教

職員用端末について端末整備が必要となったため、補正予算を計上するものでござい

ます。 

  専決理由といたしまして、当初は既存の端末を使用する予定でしたが、総務省との

打合せの中で、国の基準に合った端末の新規整備が必要との指摘があり、８月中に端

末整備の完了が必要となったため、令和７年８月４日に専決処分とさせていただきま

したので、議会に報告するものでございます。 

  それでは補正予算書、議案書の１２ページ、１３ページ、歳出を御覧ください。 

  ９款 教育費、１項 教育総務費、６目 ＩＣＴ教育推進事業費におきまして、教

職員用端末備品購入費として３２４万６，０００円の増額。 

  戻っていただきまして、１０ページ、１１ページをお願いいたします。 

  １８款 繰入金、１項 基金繰入金、１目 基金繰入金におきまして、財政調整基金

３２４万６，０００円、同額を増額してこれを当該事業に充てるものでございます。 

  以上です。 
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  それでは、議案書を朗読いたします。 

 報告第２号 専決処分の承認を求めることについて（令和７年度安堵町一般会計補正

予算（補正第４号）について） 

  地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１７９条第１項の規定に基づき、令和７

年度安堵町一般会計補正予算（補正第４号）を別紙のとおり専決処分したので、同条

第３項の規定により、これを報告し議会の承認を求める。 

  令和７年９月２日報告、安堵町長 西本安博。 

  次のページをお願いいたします。 

 専決処分書 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１７９条第１項の規定に基づき、令和７年

度安堵町一般会計補正予算（補正第４号）を別紙のとおり専決処分する。 

  令和７年８月４日専決、安堵町長 西本安博。 

  ４ページをお願いいたします。 

 令和７年度安堵町一般会計補正予算（補正第４号） 

 令和７年度安堵町一般会計補正予算（補正第４号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ３２４万６，０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４４億３１９万５，０００円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  令和７年８月４日専決、安堵町長 西本安博。 

  次のページ、第１表をお願いいたします。 

  第１表 歳入歳出予算補正 

  歳入。１８款 繰入金、１項 基金繰入金、補正前の額６億１，４０７万２，０００

円、補正額３２４万６，０００円、計６億１，７３１万８，０００円。 

  これにより、歳入合計が、補正前の額４３億９，９９４万９，０００円、補正額３２

４万６，０００円、計４４億３１９万５，０００円。 

  次のページをお願いいたします。 

  歳出でございます。９款 教育費、１項 教育総務費、補正前の額１億８，１９２

万６，０００円、補正額３２４万６，０００円、計１億８，５１７万２，０００円。 

  これにより、歳出合計、補正前の額４３億９，９９４万９，０００円、補正額３２４

万６，０００円、計４４億３１９万５，０００円でございます。 
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  次のページ以降の事項別明細書につきましては、先ほどの説明と重複いたしますの

で割愛させていただきます。 

  以上でございます。御審議、御承認よろしくお願いいたします。 

 

議長（近藤晃一） はい。只今の説明につきまして、質疑ございますか。 

 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（近藤晃一） 質疑なしと認めます。 

  討論を省略して、これより報告第２号を採決します。 

  お諮りします。 

  本案を原案のとおり承認することに御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（近藤晃一） 異議なしと認めます。 

  報告第２号は、原案のとおり承認されました。 

 

 --------------------------------------------------------------------------  

 

議長（近藤晃一） 続いて、日程第７ 議案第１号「安堵町教育委員会教育長の任命につき

同意を求めることについて」を議題とします。 

  本案件について提案理由の説明を求めます。 

 

町長（西本安博） はい、議長。 

 

議長（近藤晃一） はい。西本町長。 

 

（西本町長 登壇） 

 

町長（西本安博） 議案第１号「安堵町教育委員会教育長の任命につき同意を求めることに

ついて」でございます。本案の提出理由を御説明いたします。 
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  令和７年９月３０日をもって、久保茂樹教育長の任期が満了いたしますが、次期に

おいても同氏を教育長に任命したいので、議会の同意を求めるものでございます。 

  久保氏は、本年４月から教育長として、広く教育分野における行政を推進していた

だいております。人格高潔で、学校教育、生涯学習に対する真摯な姿勢、本町の文化

を生かす意思は、住民関係者等から信頼が厚く、今後も同氏に任せたいと考えておる

ところでございます。 

  それでは、議案書を朗読いたします。 

 議案第１号 安堵町教育委員会教育長の任命につき同意を求めることについて 

  下記の者を安堵町教育委員会教育長に任命したいので、地方教育行政の組織及び運

営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第４条第１項の規定により、議会の同

意を求める。 

  令和７年９月２日提出、安堵町長 西本安博。 

  記。 

  氏名は、久保茂樹。久保氏の略歴等は議案書別紙のとおりでございます。 

  以上でございます。 

  御審議、御同意のほど、よろしくお願いいたします。 

  以上でございます。 

 

議長（近藤晃一） それでは、只今から質疑を行います。 

  質疑は、ございますか。 

 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（近藤晃一） 質疑なしと認めます。 

  お諮りします。 

  只今、議題となっております議案第１号は、総務産業建設常任委員会に付託したい

と思います。 

  御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（近藤晃一） 異議なしと認めます。 
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  よって、議案第１号は、総務産業建設常任委員会に付託することに決定いたしまし

た。 

 

 --------------------------------------------------------------------------  

 

議長（近藤晃一） 続いて、日程第８ 議案第２号「安堵町教育委員会委員の任命につき同

意を求めることについて」を議題といたします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

 

総合政策課長（増田篤人） はい、議長。 

 

議長（近藤晃一） はい。増田総合政策課長。 

 

（増田総合政策課長 登壇） 

 

総合政策課長（増田篤人） 総合政策課 増田でございます。議案第２号「安堵町教育委員

会委員の任命につき同意を求めることについて」 

  本町教育委員の4名のうち、霊秀覚委員が令和７年9月３０日をもって任期満了と

なります。霊氏は、教育関係の識見を有し、人格高潔な人物でおられます。 

  引き続き、同氏を同職に任命することについて、議会の同意を求めるものでござい

ます。 

  それでは議案第２号を朗読いたします。 

 議案第２号 安堵町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 

  下記の者を安堵町教育委員会委員に任命したいので、地方教育行政の組織及び運営

に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第4条第2項の規定により、議会の同意

を求める。 

  令和７年9月２日提出、安堵町長 西本安博。 

  氏名、霊秀覚。霊氏の略歴等は議案書別紙のとおりでございます。 

  なお、任期は本年１０月１日から令和１１年９月３０日までの４年間でございます。 

  御審議、御同意賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

 

議長（近藤晃一） はい。それでは、只今から本案についての質疑を行います。 
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  質疑ございますか。 

 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（近藤晃一） 質疑なしと認めます。 

  お諮りします。 

  只今、議題となっております議案第２号は、総務産業建設常任委員会に付託したい

と思います。 

  御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（近藤晃一） 異議なしと認めます。 

  よって、議案第２号は、総務産業建設常任委員会に付託することに決定をいたしま

した。 

 

 --------------------------------------------------------------------------  

 

議長（近藤晃一） 続いて、日程第９ 議案第３号「安堵町人権擁護委員の推薦につき意見

を求めることについて」を議題とします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

 

総合政策課長（増田篤人） はい、議長。 

 

議長（近藤晃一） はい。増田総合政策課長。 

 

（増田総合政策課長 登壇） 

 

総合政策課長（増田篤人） 総合政策課 増田でございます。議案第３号「安堵町人権擁護

委員の推薦につき意見を求めることについて」 

  本町人権擁護委員 3名のうち、吉田敏子委員が、本年１２月３１日をもって任期満

了となります。吉田氏は、人権擁護について深く理解し、奈良県人権擁護委員協議会



25 

 

においては、男女共同参画委員会に所属され、第５部会においても、積極的に活動さ

れています。 

  よって、次期においても当該者を本町から推薦することについて、議会の意見を求

めるものでございます。 

  それでは、議案第３号を朗読いたします。 

 議案第３号 安堵町人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

  下記の者を人権擁護委員の候補者として推薦したいので、人権擁護委員法（昭和２

４年法律第１３９号）第６条第3項の規定により、議会の意見を求める。 

  令和７年9月２日提出、安堵町長 西本安博。 

  記。 

  氏名、吉田敏子。吉田敏子氏の略歴等は、議案書別紙のとおりでございます。 

  なお、任期は令和８年1月1日から令和１０年１２月３１日までの3年間でござい

ます。 

  御審議、御可決賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

 

議長（近藤晃一） 本案について、質疑ございますか。 

 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（近藤晃一） 質疑なしと認めます。 

  お諮りします。 

  只今、議題となっております議案第３号は、総務産業建設常任委員会に付託したい

と思います。 

  御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（近藤晃一） 異議なしと認めます。 

  よって、議案第３号は、総務産業建設常任委員会に付託することに決定をいたしま

した。 

 

 --------------------------------------------------------------------------  



26 

 

議長（近藤晃一） 続いて、日程第１０ 議案第４号「職員の勤務時間、休暇等に関する条

例の一部を改正する条例について」を議題とします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

 

総合政策課長（増田篤人） はい、議長。 

 

議長（近藤晃一） はい。増田総合政策課長。 

 

（増田総合政策課長 登壇） 

 

総合政策課長（増田篤人） 総合政策課 増田でございます。議案第４号「職員の勤務時間、

休暇等に関する条例の一部を改正する条例について」説明させていただきます。 

  地方公務員の育児休業等に関する法律の一部を改正する法律（令和７年法律第５号）

が令和７年１月８日に公布され、育児介護に係る両立支援制度を利用しやすい勤務環

境の整備に関する規定が令和７年１０月１日に施行されます。 

  本改正につきましては、国との権衡を図る観点から、仕事と育児の両立支援制度の

利用に関し、本条例に職員の意向確認等の規定を追加するため改正を行うものでござ

います。 

  それでは、議案書の５ページ、一番最後ですね、新旧対照表の最後のページからお願

いいたします。 

  「第１５条の４」を「第１５条の５」に改めます。 

  戻っていただきまして、4ページ。１５条の３中「申告、請求又は申出（次条におい

て「請求等」という。）」を「請求等」に改め、同条を「第１５条の４」に改めます。 

  また戻っていただきまして、３ページ。これによりまして、第１５条第１項中「第１

５条の３第１項」を「第１５条の４第１項」に改めます。 

  第１５条の２の次に、第15条の3の規定を追加いたします。 

  本規定は、第１項で妊娠、出産を申出た職員に対し、第１号では、仕事と育児の両立

に資する制度について、措置を知らせる措置について。第2号については、仕事と育

児等の両立に資する制度又は措置に係る意向確認をするための措置について。第３号

では、この心身の状況及び育児に関する申出職員の家庭の状況に起因して、当該子の

出生日以後に発生し、又は発生することが予想される職業生活と家庭生活との両立の

支障となる事情に関して、申出職員の意向を確認する措置について。これらを義務づ
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けています。 

  第２項では、３歳に満たない子を養育する職員を養育する職員に対し、同項と同様

の措置を義務づけています。 

  第 3項では、第１項第３号及び前項３号で意向確認した内容に配慮しなければなら

ない旨、規定しております。 

  以上でございます。 

  本条例につきましては、令和７年１０月１日から施行いたします。 

  経過措置として、施行期日前においても、改正後の第１５条の３第２項の規定の措

置を講ずることを規定しております。 

  それでは、議案書を朗読いたします。 

 議案第４号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について 

  職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例を別紙のとおり提出す

る。 

  令和７年９月２日提出、安堵町長 西本安博。 

  なお、改正本文は、先ほどの説明と重複いたしますので割愛させていただきます。 

  御審議、御可決いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 

議長（近藤晃一） それでは、只今から質疑を行います。 

  質疑は、ございますか。 

 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（近藤晃一） 質疑なしと認めます。 

  これより、討論を行います。 

  討論ありませんか。 

 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（近藤晃一） 討論なしと認めます。 

  これより、議案第４号を採決します。 

  この採決は、起立によって行います。 

  本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 
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（賛成者 起立） 

 

議長（近藤晃一） 起立、全員です。お座りください。 

  議案第４号は、原案のとおり可決されました。 

 

 --------------------------------------------------------------------------  

 

議長（近藤晃一） 続いて、日程第１１ 議案第５号「職員の育児休業等に関する条例の一

部を改正する条例について」を議題とします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

 

総合政策課長（増田篤人） はい、議長。 

 

議長（近藤晃一） はい。増田総合政策課長。 

 

（増田総合政策課長 登壇） 

 

総合政策課長（増田篤人） 総合政策課 増田でございます。議案第５号「職員の育児休業

等に関する条例の一部を改正する条例について」説明させていただきます。 

  地方公務員の育児休業等に関する法律の一部を改正する法律が令和７年１月８日に

公布され、育児時間の多様化に関する規定が令和７年１０月１日に施行されます。本

改正につきましては、改正後の地方公務員の育児休業に関する法律第１９条の規定に

基づき、新たな部分休業制度に関する条例委任事項を定めるなど、部分休業の取得パ

ターンの多様化等についての規定を追加するため、改正を行うものでございます。 

  それでは、議案書の新旧対照表4ページでございます。御覧ください。 

  第１条中、育児休業法の改正により、引用している規定について改めます。 

  第１７条中、本条例中の用語等の整理を行います。 

  第１８条中、これまでの部分休業を第１号部分休業とし、第１号部分休業の取得に

ついて、勤務時間の始めと終わりと限定した規定を改め、勤務時間内での取得ができ

るよう改正を行います。 

  次に、１８条の次に、１８条の２から１８条の５の、４条を加えます。 

  １８条の２の規定は、第２号部分休業について新たに規定し、１時間以上で１日で
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も取得できるよう改めます。 

  次に、6ページをお願いいたします。１８条の３の規定は、部分休業を取得する期間

の１年を４月１日から３月３１日と規定しております。 

  １８条の４の規定は、第２号部分休業の取得時間の基準を非常勤職員以外の職員は、

７７時間３０分に、非常勤職員は、当該非常勤職員の勤務日、1日当たりの勤務時間

に１０を乗じて得た時間に規定し、これを超えない範囲で取得できるように規定して

おります。 

  第１８条の５は、部分休業を取得する職員は、あらかじめ取得を申出た第１号部分

休業、または第２号部分休業のいずれかの部分休業について、配偶者の負傷や入院等

の特別な事情がある場合は、申し出た部分休業の取得について変更できるよう規定し

ております。 

  １９条及び２０条については、育児休業法等の改正により、引用している規定につ

いて改めるものでございます。 

  以上でございます。 

  なお、本条例は令和７年１０月１日から施行いたします。 

  経過措置といたしまして、条例施行日から令和８年３月 3１日までの間における、

第２号部分休業の取得時間の基準については、非常勤職員以外の職員は３８時間４５

分に、非常勤職員は勤務時間数に乗ずる値を５とさせていただきます。 

  それでは、議案書を朗読いたします。 

 議案第５号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について 

  職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例を別紙のとおり提出する。 

  令和７年９月２日提出、安堵町長 西本安博。 

  なお、改正本文は、先ほどの説明と重複いたしますので割愛させていただきます。 

  御審議、御可決いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 

議長（近藤晃一） これより、質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（近藤晃一） 質疑なしと認めます。 

  これより、討論を行います。 
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  討論ありませんか。 

 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（近藤晃一） 討論なしと認めます。 

  これより、議案第５号を採決します。 

  この採決は、起立によって行います。 

  本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

 

（賛成者 起立） 

 

議長（近藤晃一） 起立、全員です。お座りください。 

  議案第５号は、原案のとおり可決されました。 

 

 --------------------------------------------------------------------------  

 

議長（近藤晃一） 続いて、日程第１２ 議案第６号「安堵町税条例の一部を改正する条例

について」を議題とします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

 

税務課長（藤岡征章） はい、議長。 

 

議長（近藤晃一） はい。藤岡税務課長。 

 

（藤岡税務課長 登壇） 

 

税務課長（藤岡征章） おはようございます。税務課 藤岡です。よろしくお願いいたしま

す。私の方からは、議案第６号「安堵町税条例の一部を改正する条例について」を説

明させていただきます。 

  本条例の一部改正につきましては、地方税法の一部を改正する法律、政令及び省令

が、令和７年３月３１日に公布されたことに伴い、所要の改正を行うものでございま

す。 
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  主な改正内容でございますが、公示送達につきまして、従来の掲示板に掲示する方

法に加えまして、ホームページや事務所に設置したパソコン等の画面に表示すること

で、公示送達を行うことが可能とする改正。 

  二つ目に、大学生年代、１９歳以上２３歳未満の新たな控除が創設され、扶養控除の

対象となる所得要件を超えた場合であっても、控除の額が段階的にだんだんと減って

いく仕組みを設ける改正でございます。 

  三つ目に、加熱式たばこの課税方法を見直し、２段階に分けて１本あたりの税額を

紙巻きたばこと同等にする改正でございます。 

  その他、法律改正に合わせる条例改正でございます。 

  それでは、新旧対照表により説明させていただきます。議案書６ページの新旧対照

表をお願いいたします。 

  第１８条の改正は、公示送達につきまして、省令改正に合わせた改正を行うもので

ございます。公示送達とは、地方団体の徴収金の賦課徴収または還付に関する書類は、

郵送によりお知らせしておりますが、住所等が明らかでなく、郵送した書類が届かな

い場合は、掲示板に必要な事項を掲示することで、書類の送達があったものとみなす

制度でございます。 

  従来の掲示板に掲示する方法に加えまして、ホームページに公示事項を表示する措

置を取るとともに、事務所に設置したパソコン等の電子計算機の画面に表示すること

で、公示送達を行うことが可能となるものでございます。 

  １８条の３の改正は、第１８条の改正に伴う規定の整備でございます。 

  第３４条の２の改正は、大学生年代の子等に関する特別控除、特定親族特別控除に

関する規定の整備でございます。年齢１９歳以上２３歳未満の特定親族について、既

存の扶養控除の対象となる所得要件を超えた場合であっても、新たに特別控除を設け、

控除の額が段階的に、だんだんと減る仕組みにするものでございます。 

  次のページ、７ページをお願いします。第３６条の２の改正でございますが、特定親

族特別控除の創設に伴う、公的年金等受給者の個人住民税申告義務に係る規定の整備

でございます。 

  次の、8ページをお願いいたします。３６条の３の２の改正は、記載事項につきまし

て、特定親族を追加するものでございます。 

  ３６条の３の３の改正は、特定親族特別控除の創設に伴う、公的年金等受給者の扶

養親族等申告書に係る提出義務規定等の整備でございます。 

  次の、９ページをお願いいたします。9ページの附則第１６条の２の 2の改正は、
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加熱式たばこに係る市町村たばこ税の課税方式の見直しでございます。加熱式たばこ

の課税方法を見直し、２段階に分けて１本あたりの税額を紙巻きたばこと同等にする

ものでございます。 

  議案書の３ページをお願いいたします。下段をお願いいたします。この条例の施行

期日は令和８年１月１日からでございます。また、ただし書きのとおり、第１号に規

定します、加熱式たばこに関することは、令和８年の４月１日から、次のページの第

２号に規定いたします、公示送達に関することは、地方税法等の一部を改正する法律

附則第１条第１２号に掲げる規定の施行の日からの施行となっております。 

  それでは、議案書を朗読いたします。 

 議案第６号 安堵町税条例の一部を改正する条例について 

  安堵町税条例の一部を改正する条例を別紙のとおり提出する。 

  令和７年９月２日提出、安堵町長 西本安博。 

  次のページ以降の本文につきましては、先ほど説明させていただいた内容と重複い

たしますので割愛させていただきます。 

  御審議、御可決のほど、よろしくお願いいたします。 

 

議長（近藤晃一） それでは、これより質疑を行います。 

  質疑は、ありませんか。 

 

６番（上林勝美） はい。 

 

議長（近藤晃一） はい。上林議員。 

 

６番（上林勝美） １点、お伺いいたします。公示送達の御説明がありました。地方税法の

一部を改正する法律が公布され、安堵町税条例についても所要の改正を行うというこ

とで、従来の役場前の掲示板で掲出しておったものに新たに加えて、町のホームペー

ジ、そして事務所の税務課のパソコンなどでも、画面にも表示すると。それによって

公示送達を行うという規定の改正なんですが、これはインターネットのホームページ

ということで、世界各国に不特定多数の閲覧をされるということで、また表の掲示板

と違った意味で、個人情報のプライバシーの観点からも厳に厳しく取り扱わなければ

いけないと思うんですが、その点について氏名住所など、どのようにお考えでしょう

か。 
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税務課長（藤岡征章） はい、議長。 

 

議長（近藤晃一） はい。藤岡課長。 

 

（藤岡税務課長 登壇） 

 

税務課長（藤岡征章） 自席より失礼いたします。公示送達をホームページで行うというこ

とですが、個人情報保護の観点から問題ないのか。というような内容かなと思います。 

  公示送達を行う際に、掲示するものといたしましては、氏名と住所、郵送した書類

名、例えば督促状などという形で掲示しております。 

  役場前にある掲示板を見に来なくても、ホームページで見ることができ、利便性に

関しては向上すると思われるんですけれども、反面、ホームページで掲載することに

よりまして、コピー等が簡単にできますし、また目的外でも利用できると懸念はされ

ております。 

  実施時期までに慎重に、個人情報の関係もございますので、検討してまいりたいと

考えます。 

  以上です。 

 

６番（上林勝美） はい、議長。 

 

議長（近藤晃一） はい。上林議員。 

 

６番（上林勝美） 個人情報の観点から、やはり問題がないとは言えない。という御回答で

したので、実施にあたって細心の注意を払われて、個人情報保護の観点からも施策を

進めていただきたいと思います。 

  以上です。 

 

議長（近藤晃一） はい。藤岡課長、そういう形でよろしいですか。 

  それでは、他の質疑ございますか。 

 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 
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議長（近藤晃一） 質疑なしと認めます。 

  これより、討論を行います。 

  討論は、ありませんか。 

 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（近藤晃一） 討論なしと認めます。 

  これより、議案第６号を採決します。 

  この採決は、起立によって行います。 

  本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

 

（賛成者 起立） 

 

議長（近藤晃一） 起立、全員です。お座りください。 

  議案第６号は、原案のとおり可決されました。 

 

 --------------------------------------------------------------------------  

 

議長（近藤晃一） 只今、１１時１５分です。２５分まで暫時休憩をいたします。 

 

 

 

休 憩（午前１１時１５分） 

再 開（午前１１時２５分） 

 

 

 

議長（近藤晃一） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

  日程第１３ 議案第７号「安堵町共同浴場条例の一部を改正する条例について」を

議題といたします。 

  議案について、提案理由の説明を求めます。 
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住民課長（吉田彰宏） はい、議長。 

 

議長（近藤晃一） はい。吉田住民課長。 

 

（吉田住民課長 登壇） 

 

住民課長（吉田彰宏） 改めまして、おはようございます。住民課の吉田です。よろしくお

願いします。それでは、議案第７号「安堵町共同浴場条例の一部を改正する条例につ

いて」を御説明させていただきます。 

  内容につきましては、安堵町共同浴場の日新湯は、平成１３年から営業開始してお

り、約２４年が経過しており、当浴場の給湯設備は、経年劣化により修繕料は増加傾

向にあります。 

  直近５年間の修繕料の平均支出額は、約１７０万円となっております。また、共同浴

場の年間の使用料の収入額は、約３００万円を推移していることから、修繕料等の増

により歳入と歳出の差が大きくなっており、受益者負担の観点から、共同浴場使用料

の値上げをするため、条例の一部改正を行うものでございます。 

  なお、今回の値上げによる共同浴場使用料の増収額は、延べ利用人数１万９，０００

人を想定し、約１８５万円を見込んでおります。 

  なお、施行日につきましては、周知期間等を鑑み、６か月と考え、令和８年４月１日

とさせていただきます。 

  詳細につきましては、新旧対照表により説明させていただきます。議案書の最後の

裏面、2ページをお願いします。 

  別表、第４条関係につきまして、現行大人１５０円を大人２５０円に、子ども１００

円を１５０円に引上げの改正を行うものでございます。 

  それでは、議案書を朗読させていただきます。 

 議案第７号 安堵町共同浴場条例の一部を改正する条例について 

  安堵町共同浴場条例の一部を改正する条例を別紙のとおり提出する。 

  令和７年９月２日提出、安堵町長 西本安博。 

  本文につきましては、先ほどの説明と重複いたしますので割愛させていただきます。 

  御審議、御可決のほど、よろしくお願いします。 

 

議長（近藤晃一） これより、質疑を行います。 
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  質疑ありませんか。 

 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（近藤晃一） 質疑なしと認めます。 

  お諮りします。 

  只今、議題となっています議案第７号は、文教厚生常任委員会に付託したいと思い

ます。 

  御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（近藤晃一） 異議なしと認めます。 

  よって、議案第７号は、文教厚生常任委員会に付託することに決定いたしました。 

 

 --------------------------------------------------------------------------  

 

議長（近藤晃一） 続きまして、日程第１４ 議案第８号「令和７年度安堵町一般会計補正

予算（補正第５号）について」を議題とします。 

  本案件について、提案理由の説明を求めます。 

 

総合政策課長（増田篤人） はい、議長。 

 

議長（近藤晃一） はい。増田総合政策課長。 

 

（増田総合政策課長 登壇） 

 

総合政策課長（増田篤人） 総合政策課 増田でございます。議案第８号「令和７年度安堵

町一般会計補正予算（補正第５号）について」でございます。 

  本補正につきましては、議案書の１８ページ、１９ページを御覧ください。 

  はじめに歳出でございますが、２款 総務費につきましては、１項 総務管理費、

４目 企画費で、なら国際映画祭が、奈良の魅力を世界に発信するため、県内各指
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定地域行政・映画スタッフが一体となって映画制作をする、ナラティブに協力するた

めの予算として５００万円の増額補正。同款、同項、６目 電子計算費は、子ども子

育て支援金制度の円滑な施行に向けた、人事給与システムの改修が必要となるため、

７７万円の増額補正。また、財務会計システム改修の起債が可能となったことにより、

財源を更正いたします。 

  次に、同款、２項 徴税費、１目 税務総務費で、定額減税調整給付金の不足額を

支給するための予算について、６月補正後、対象者が見込みを上回ったため、９５

０万円の増額補正をいたします。 

  ３款 民生費につきましては、１項 社会福祉費、７目 介護保険事業費で、令和

６年度、７年度介護保険特別会計における、低所得者介護保険料軽減に充当する繰出

金及び令和７年度介護保険給付に対する繰出金の増額によりまして、５０万円を増額

補正いたします。 

  同款、２項 児童福祉費、１目 児童福祉総務費につきましては、物価高騰対応重点

支援地方創生臨時交付金を活用し、物価高騰の影響を受けている、就学前児童一人あ

たり３万円を支給するため、７２０万円の増額補正を行います。 

  ２０ページ、２１ページをお願いいたします。同款、同項、３目 こども園費は、こ

ども園改修工事の起債が可能になったことによる財源更正でございます。 

  ９款 教育費につきましては、１項 教育総務費、２目 事務局費で、小中学校の体

育館への空調設備の設置により、児童生徒の熱中症対策及び学校施設の避難所機能を

強化すること。また、中学校が自転車通学開始予定のため、駐輪場の整備が必要とな

ったため、６１８万２，０００円を増額補正いたします。 

  １２款 諸支出金、１項 基金費につきましては、前年度の余剰金につきまして、財

政調整基金に１億１，１５０万円を積み立てるための予算を増額しております。 

  次に、１２ページ、１３ページをお願いいたします。９款 地方特例交付金、１項 

地方特例交付金、１目 地方特例交付金につきましては、住宅借入金等特別税額控除

減収補填分の減収と、定額減税等の税収減税分の補填の増収を合算し、１１２万３，

０００円の減額補正でございます。 

  １０款 地方交付税、１項 地方交付税、１目 地方交付税につきましては、地方交

付税を算定した結果、１億５，９８４万円の増額補正となります。令和６年度は、令

和５年度に法人税で修正申告による臨時的な税収があったことにより、大きく減額し

ましたが、令和７年度は、その影響がなくなり増額となっております。 

  １４款 国庫支出金、１項 国庫負担金、１目 民生費国庫負担金につきましては、
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民生費の歳出補正の低所得者介護保険料軽減繰出金に対する国庫財源として１６万

２，０００円の増額補正。 

  同款、２項 国庫補助金、１目 総務費国庫補助金につきましては、歳出補正の総

務費、定額減税不足額給付事業及び民生費の子育て応援給付金事業の財源として、物

価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金が１，６７０万円の増額補正でございます。 

  次に、１４ページ、１５ページをお願いいたします。 

  １５款 県支出金、１項 県負担金、１目 民生費負担金につきましては、民生費の

歳出補正の低所得者介護保険料軽減繰出金に対する県費の財源として８万１，０００

円の増額補正。 

  １８款 繰入金、１項 基金繰入金、１目 基金繰入金につきましては、財政調整基

金から繰入金２億６，６９９万１，０００円の減額補正。 

  １９款 繰越金、１項 繰越金、１目 繰越金につきましては、令和６年度の決算確

定により２億２，２９０万７，０００円の増額補正でございます。 

  ２０款 諸収入、３項 雑入、１目 雑入につきましては、令和 6年度介護保険給

付費繰出金の返還金で７万６，０００円の増額補正でございます。 

  最後に、２１款 町債に係る補正として、総務債が２９０万円の増額、民生債が６１

０万円の増額となります。 

  それでは、議案書を朗読いたします。 

 議案第８号 令和７年度安堵町一般会計補正予算（補正第５号）について 

  地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２１８条第１項の規定に基づき、令和７

年度安堵町一般会計補正予算（補正第５号）を別紙のとおり提出する。 

  令和７年９月２日提出、安堵町長 西本安博。 

  続きまして、議案書の２ページをお願いいたします。 

 議案第８号 令和７年度安堵町一般会計補正予算（補正第５号） 

  令和７年度安堵町一般会計補正予算（補正第５号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１億４，０６５万２，０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４５億４，３８４万７，０００円

とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 （債務負担行為） 
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 第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２１４条の規定により債務を負担

する行為をすることができる事項、期間及び限度額は、「第２表 債務負担行為」に

よる。 

 （地方債の補正） 

 第3条 地方債の追加及び変更は、「第３表 地方債補正」による。 

  令和７年９月２日提出、安堵町長 西本安博。 

  ３ページの、「第１表 歳入歳出予算補正」につきましては、先ほどの説明のとおり

でございますので、次のページの４ページにつきましても、先ほど説明させていただ

いたとおりでございます。 

  これによりまして、歳入歳出合計が、補正前の額４４億３１９万５，０００円、補正

額が１億４，０６５万２，０００円、計で４５億４，３８４万７，０００円でござい

ます。 

  次に、５ページをお願いいたします。「第２表 債務負担行為」につきまして、総合

計画・総合戦略改定業務について、期間は令和８年度、債務負担限度額は５５０万円。

本業務の入札を年度内に執行する必要があるためでございます。 

  次に、こども園給食調理業務及び洗浄業務委託について、期間は令和８年度から令

和１０年度、債務負担限度額は５，５４４万円。本業務の入札を年度内に実施する必

要があるためでございます。 

  次に、６ページ、７ページをお願いいたします。「第３表 地方債補正」につきまし

ては、１．（追加）といたしまして、子ども・子育て支援事業で３２０万円、デジタ

ル活用推進事業で２９０万円、計６１０万円を追加いたします。 

  ７ページの、２．（変更）で、限度額を脱炭素化推進事業で５，２３０万円を５，２

５０万円に２０万円の増額。 

  公共施設等適正管理推進事業で１億５，５５０万円を１億５，８２０万円に２７０

万円の増額で、それぞれ変更を行います。 

  これによりまして、地方債補正の変更合計金額は、補正前の額２億７８０万円、補正

後の額２億１，０７０万円、変更額は２９０万円となります。 

  ９ページ以降の事項別明細書につきましては、先ほどの説明と重複いたしますので

割愛させていただきます。 

  以上でございます。 

  御審議、御可決のほど、よろしくお願いいたします。 
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議長（近藤晃一） これより、質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（近藤晃一） 質疑なしと認めます。 

  お諮りします。 

  只今、議題となっています議案第８号は、総務産業建設常任委員会に付託したいと

思います。 

  御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（近藤晃一） 異議なしと認めます。 

  よって、議案第８号は、総務産業建設常任委員会に付託することに決定をいたしま

した。 

 

 --------------------------------------------------------------------------  

 

議長（近藤晃一） 続いて、日程第１５ 議案第９号「令和７年度安堵町介護保険特別会計

（保険事業勘定）補正予算（補正第１号）について」を議題とします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

 

健康福祉推進室課長（井上育久） はい、議長。 

 

議長（近藤晃一） はい。井上健康福祉推進室課長。 

 

（井上健康福祉推進室課長 登壇） 

 

健康福祉推進室課長（井上育久） おはようございます。健康福祉推進室 井上でございま

す。よろしくお願いいたします。議案第９号「令和７年度安堵町介護保険特別会計（保

険事業勘定）補正予算（補正第１号）について」説明させていただきます。 
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  本補正につきましては、一つ目といたしまして、令和６年度決算において、国庫支出

金、支払基金交付金、県支出金、一般会計の繰入金の実績の精算で、各項目ごとに精

査した結果、歳出として８６０万３，０００円の返還。歳入として３１４万５，００

０円の追加交付が、それぞれ生じたための補正でございます。 

  二つ目として、低所得者に対しまして軽減措置を実施している、介護保険料に充当

する国庫支出金と県支出金の交付金が確定したため、歳入の財源更正を行うための補

正でございます。 

  三つ目として、高額医療合算介護サービス費において、当初見込みより対象者が増

加したため、増額補正を行います。 

  四つ目として、決算の結果、余剰金が発生いたしましたので、補正を行います。 

  五つ目として、介護給付費準備基金の積立金の利子において、金利が上がったため

増額になるため、増額補正を行います。 

  それでは、詳細につきまして、補正予算書により説明させていただきます。補正予算

書１４ページの方をお願いいたします。 

  歳出の部といたしまして、２款 保険給付費、６項 高額医療合算介護サービス等

費、１目 高額医療合算介護サービス費で８２万５，０００円の増額補正です。 

  ４款 基金積立金、１項 基金積立金、１目 介護給付費準備基金積立金で１，５６

７万４，０００円の増額補正です。 

  ６款 諸支出金、１項 償還金及び還付加算金、３目 償還金で８６０万３，０００

円の増額補正です。 

  この財源としまして、戻っていただきまして8ページをお願いいたします。 

  歳入の部といたしまして、１款 保険料、１項 介護保険料、１目 第１号被保険者

保険料で、マイナスの１２万の減額補正です。 

  ３款 国庫支出金、１項 国庫負担金、１目 介護給付費負担金で２１万７，０００

円の増額補正です。 

  同款、２項 国庫補助金、１目 調整交付金で３万３，０００円の増額補正です。同

款、同項、３目 地域支援事業交付金（予防・支援総合事業以外分）で１３５万１，

０００円の増額補正です。 

  ４款 支払基金交付金、１項 支払基金交付金、１目 介護給付費交付金で１１９

万６，０００円の増額補正です。 

  次のページをお願いいたします。１０ページですね。５款 県支出金、１項 県負担

金、１目 介護給付費負担金で１３万６，０００円の増額補正です。 
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  同款、２項 県補助金、２目 地域支援事業交付金（予防・支援総合事業以外分）で

６４万８，０００円の増額補正です。 

  ６款 財産収入、１項 財産運用収入、１目 利子及び配当金で２万円の増額補正

です。 

  ７款 繰入金、１項 一般会計繰入金、１目 介護給付費繰入金で１３万６，０００

円の増額補正です。同款、同項、４目 低所得者保険料軽減繰入金で３６万４，００

０円の増額補正です。 

  次のページ、１２ページをお願いいたします。８款 繰越金、１項 繰越金、１目 

繰越金で２，１１２万１，０００円の増額補正です。 

  以上でございます。 

  それでは、議案書を朗読いたします。 

 議案第９号 令和７年度安堵町介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（補正第

１号）について 

  地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２１８条第１項の規定に基づき、令和

７年度安堵町介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（補正第１号）を別紙の

とおり提出する。 

  令和７年９月２日提出、安堵町長 西本安博。 

  補正予算書２ページをお願いいたします。 

 議案第９号 令和７年度安堵町介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（補正第

１号） 

  令和７年度安堵町介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（補正第１号）は、

次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ２，５１０万２，０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９億４，０７６万４，０００円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  令和７年９月２日提出、安堵町長 西本安博。 

  次のページをお願いいたします。 

  第１表 歳入歳出予算補正 

  歳入。１款 保険料、１項 介護保険料、補正前の額は２億１，１８９万１，０００

円、補正額マイナスの１２万円、計２億１，１７７万１，０００円。 

  ３款 国庫支出金、１項 国庫負担金、補正前の額１億５，３８９万７，０００円、
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補正額は２１万７，０００円、計１億５，４１１万４，０００円。 

  同款、２項 国庫補助金、補正前の額は４，３１７万１，０００円、補正額は１３８

万４，０００円、計４，４５５万５，０００円。 

  ４款 支払基金交付金、１項 支払基金交付金、補正前の額は２億３，４１５万７，

０００円、補正額は１１９万６，０００円、計２億３，５３５万３，０００円。 

  ５款 県支出金、１項 県負担金、補正前の額は１億２，０４８万７，０００円、補

正額は１３万６，０００円、計１億２，０６２万３，０００円。 

  同款、２項 県補助金、補正前の額は９１５万２，０００円、補正額は６４万８，０

００円、計９８０万円。 

  ６款 財産収入、１項 財産運用収入、補正前の額は１万円、補正額は２万円、計３

万円。 

  ７款 繰入金、１項 一般会計繰入金、補正前の額は１億３，９６６万５，０００

円、補正額は５０万円、計１億４，０１６万５，０００円。 

  ８款 繰越金、１項 繰越金、補正前の額は１，０００円、補正額は２，１１２万１，

０００円、計２，１１２万２，０００円。 

  歳入合計。補正前の額は９億１，５６６万２，０００円、補正額は２，５１０万２，

０００円、計９億４，０７６万４，０００円。 

  次のページをお願いいたします。 

  歳出です。２款 保険給付費、６項 高額医療合算介護サービス等費、補正前の額は

２８６万４，０００円、補正額は８２万５，０００円、計３６８万９，０００円。 

  ４款 基金積立金、１項 基金積立金、補正前の額は１万１，０００円、補正額は

１，５６７万４，０００円、計１，５６８万５，０００円。 

  ６款 諸支出金、１項 償還金及び還付加算金、補正前の額は４３万円、補正額は８

６０万３，０００円、計９０３万３，０００円。 

  歳出合計。補正前の額は９億１，５６６万２，０００円、補正額は２，５１０万２，

０００円、計９億４，０７６万４，０００円。 

  次のページ以降の事項別明細書につきましては、先ほどの説明と重複いたしますの

で割愛させていただきます。 

  以上でございます。御審議、御可決のほど、よろしくお願いいたします。 

 

議長（近藤晃一） これより、質疑を行います。 

  質疑は、ありませんか。 
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（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（近藤晃一） 質疑なしと認めます。 

  これより、討論を行います。 

  討論は、ありませんか。 

 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（近藤晃一） 討論なしと認めます。 

  これより、議案第９号を採決します。 

  この採決は、起立によって行います。 

  本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

 

（賛成者 起立） 

 

議長（近藤晃一） 起立全員です。お座りください。 

 

９番（森田 瞳） はい、議長 

 

議長（近藤晃一） はい。森田瞳議員。 

 

９番（森田 瞳） 今９号、承認なったんですけども、ちょっと戻っていただきたいですけ

ど、議案第８号の中で、これ常任委員会に付託された案件でございますけども、ちょ

っと準備していただく関係の中で、常任委員会でいろいろとお聞きしたいと思います。 

  ページが、５ページでございますけども、この中で、第２表の債務負担行為の２段

目。こども園給食調理業務及び洗浄業務委託、令和８年度から令和１０年度３年間５，

５４４万円。これにつきまして、業務委託をされておる関係の中で、ちょっとこの常

任委員会の説明を求める中で、教育委員会の中での所感を賜りたいと思いますので、

その節よろしく説明をお願い申し上げます。出席願いたいと思いますんで、お願いい

たします。 

 

議長（近藤晃一） 今、森田瞳議員の方から提案のありました内容で、執行部よろしいでし
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ょうか。 

 

総務部長（吉田一弘） はい、議長。 

 

議長（近藤晃一） はい。吉田総務部長。 

 

総務部長（吉田一弘） 自席から失礼いたします。こども園の所管がですね、住民生活部の

子ども家庭推進室の方になっております。教育委員会ではございません。 

 

９番（森田 瞳） 教育委員会ではないの。 

 

総務部長（吉田一弘） ではございません。 

 

９番（森田 瞳） そしたら、そこの所管の方で説明をいただきたいということでございま

すので、お願いします。 

 

総務部長（吉田一弘） はい。わかりました。 

 

議長（近藤晃一） 所管の説明を委員会の方でお願いしたいということで、出席方よろしく

お願いいたします。 

  それでは、第９号は原案どおり可決いたしましたので、只今１１時５５分でござい

ます。１３時まで、暫時休憩いたします。 

 

 

 

休 憩（午前１１時５５分） 

再 開（午後 １時００分） 

 

 

 

 --------------------------------------------------------------------------  
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議長（近藤晃一） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

  それでは、日程第１６ 議案第１０号「安堵中央公園体育館雨漏修繕工事の契約の

締結について」を議題とします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

 

教育次長（溝本貴宏） はい、議長。 

 

議長（近藤晃一） はい。溝本教育次長。 

 

（溝本教育次長 登壇） 

 

教育次長（溝本貴宏） 教育委員会の溝本でございます。どうぞよろしくお願いいたします。

それでは、議案第１０号「安堵中央公園体育館雨漏修繕工事の契約の締結について」

を説明させていただきます。 

  本件につきましては、予定価格が５，０００万円以上の工事請負であるため、議会の

議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定に基づき、議

会の議決を求めるものでございます。 

  それでは議案書を朗読させていただきます。 

 議案第１０号「安堵中央公園体育館雨漏修繕工事の契約の締結について」 

  安堵中央公園体育館雨漏修繕工事の契約の締結について、次のとおり契約を締結し

たいので、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例（昭和３

９年安堵村条例第2号）第２条の規定に基づき、議会の議決を求める。 

  令和７年９月２日 提出、安堵町長 西本安博。 

  記。 

  １．契約の目的 安堵中央公園体育館雨漏修繕工事 

  ２．契約の方法 指名競争入札 

  ３．契約の金額 ６，６３３万円（うち消費税６０３万円） 

  ４．契約の相手方 奈良県磯城郡田原本町大安寺１０２ 

   吉村建設株式会社 

   代表取締役社長 吉村 輝高 

  ５．予定価格 ７，０５９万８，０００円（税込） 

  以上でございます。 
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  御審議、御可決のほど、よろしくお願いいたします。 

 

議長（近藤晃一） これより、質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（近藤晃一） 質疑なしと認めます。 

  これより、討論を行います。 

  討論は、ありませんか。 

 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（近藤晃一） 討論なしと認めます。 

  これより、議案第１０号を採決します。 

  この採決は起立によって行います。 

  本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

 

（賛成者 起立） 

 

議長（近藤晃一） 起立全員です。お座りください。 

  議案第１０号は、原案のとおり可決されました。 

 

 -----------------------------------------------------------------------------------------  

 

議長（近藤晃一） 続いて、日程第１７ 議案第１１号「まほろば環境衛生組合規約の変更

について」を議題とします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

 

住民課長（吉田彰宏） はい、議長。 

 

議長（近藤晃一） はい。吉田住民課長。 
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（吉田住民課長 登壇） 

 

住民課長（吉田彰宏） 住民課の吉田です。よろしくお願いします。それでは、議案第１１

号「まほろば環境衛生組合規約の変更について」を御説明させていただきます。 

  令和７年１０月から、可燃ごみの、ごみ中継施設供用開始に伴いまして、まほろば環

境衛生組合の事務所の所在地を変更するには、構成３町であります安堵町・広陵町・

河合町の議決が必要となるため、まほろば環境衛生組合規約の変更について、本議会

に上程するものでございます。 

  詳細につきましては、議案書の最後のページ、2 ページの新旧対照表により御説明

させていただきます。 

  右側の現行でございますが、第５条「大字東安堵９５８番地に置く。」今現在、組合

の事務局が安堵町役場の住所地となっておりますのを次のごみ中継施設の住所地で

あります「大字笠目３２６番地１に置く。」というふうに変更させていただきます。 

  なお、施行期日につきましては、令和７年１０月１日からとさせていただきます。 

  それでは、戻っていただきまして、議案書を朗読させていただきます。 

 議案第１１号 まほろば環境衛生組合規約の変更について 

  地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２８６条第２項の規定により、まほろ

ば環境衛生組合規約を次のとおり変更したいので、同法第２９０条の規定により議

会の議決を求める。 

  令和７年９月２日提出、安堵町長 西本安博。 

  本文につきましては、先ほどの説明と重複いたしますので割愛させていただきます。 

  御審議、御可決のほど、よろしくお願いします。 

 

議長（近藤晃一） 本案件につきまして、質疑を行います。 

  質疑は、ありませんか。 

 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（近藤晃一） 質疑なしと認めます。 

  これより、討論を行います。 

  討論は、ありませんか。 

 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 
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議長（近藤晃一） 討論なしと認めます。 

  これより、議案第１１号を採決します。 

  この採決は、起立によって行います。 

  本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

 

（賛成者 起立） 

 

議長（近藤晃一） 全員起立です。お座りください。 

  議案第１１号は、原案のとおり可決されました。 

 

 --------------------------------------------------------------------------  

 

議長（近藤晃一） 続いて、日程第１８ 議案第１２号「訴えの提起について」を議題とし

ます。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

 

理事（池田佳永） はい、議長。 

 

議長（近藤晃一） はい。池田理事。 

 

（池田理事 登壇） 

 

理事（池田佳永） 事業課の池田でございます。よろしくお願いいたします。それでは、議

案第１２号「訴えの提起について」を御説明させていただきます。 

  当案件は、令和６年第１回定例会におきまして、調停の申立てを上程し、可決いただ

きました。その後、町の受任者による顧問弁護士を介して、奈良簡易裁判所令和６年

（ノ）第３１号、所有権移転登記手続を申立てました。 

  被告などの話合いによる解決を目指し、これまでに２度、調停の場を開かれ、おのお

の各調停員と協議を進めてまいりましたが、２回目の調停の場で、申立て人と相手方

を一堂に会し、その場で調停員から、調停不成立で終了するという旨を宣誓されまし

た。 

  当該土地は、平成１５年１月２７日に売買契約を締結し、契約金員も支払い済みで
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あることから、当該土地の分筆と所有権移転登記を完了させる必要があります。 

  つきましては、奈良簡易裁判所へ訴えの提起を行いたいため、地方自治法第９６条

第１項第１２号の規定により議会の議決を求めるものでございます。 

  議案書の２ページ目に位置図、３ページ目に詳細図をつけております。 

  それでは、議案書の 1ページに戻っていただきまして、議案書を朗読させていただ

きます。 

 議案第１２号「訴えの提起について」 

  次のとおり訴えを提起したいので、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第９６条

第１項第１２号の規定により、議会の議決を求める。 

  令和７年９月２日 提出、安堵町長 西本安博。 

 １．当事者 原告 安堵町 

 ２．事件名 所有権移転登記手続請求事件 

 ３．対象物件といたしまして、土地、所在地が、奈良県生駒郡安堵町大字■■■、地

番が、■■■■■■■の一部、地目が、宅地でございます。 

 ４．請求の趣旨といたしまして、（１）被告は、原告に対し、土地の分筆手続及び所

有権移転登記の手続きをせよ。（２）訴訟費用は、被告らの負担とする。という形で

ございます。 

 続きまして、５．提訴の理由でございます。奈良簡易裁判所令和６年（ノ）第３１号

所有権移転登記手続を申立て、被告らとの話し合いによる解決を目指したが調停不成

立となり終了しました。 

  当該土地は、平成１５年１月２７日に売買契約を締結し、契約金員も支払い済みで

あることから、当該土地の分筆と所有権移転登記を完了させる必要がある。 

  よって、被告らに対し、売買契約及び所有権に基づき、各土地の分筆及び所有権移転

登記手続を行うよう求める。 

 ６．訴訟の遂行上の方針といたしまして、（１）訴訟における上記請求が認容されな

いときは、必要に応じて上訴するものとする。（２）訴訟遂行上の過程において必要

がある場合は、適当と認める条件で和解することができる。 

 ７．訴訟代理人として、町長が委任した者とする。 

  以上でございます。 

  御審議、御可決のほど、よろしくお願いいたします。 

 

議長（近藤晃一） これより、質疑を行います。 
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  質疑ありませんか。 

 

９番（森田 瞳） はい、議長。 

 

議長（近藤晃一） はい。森田瞳議員。 

 

９番（森田 瞳） ちょっと確認しておきたいんですけども、この対象物件、土地っていう

のが、地番で言えば、■■■■■■■■■■の一部とあります。その■■■の一部と

いうことで３ページの、この丈量図の中でお示ししていただいた■■■■■というの

は、白の空白の部分を示してるのか、それとも右斜線部分、右下に折れる部分と左下

に折れる斜線部分は、この辺のこと、ちょっとその辺の、どの部分ということでお示

しいただけたらありがたい。 

 

理事（池田佳永） はい、議長。 

 

議長（近藤晃一） はい。池田理事。 

 

理事（池田佳永） 自席より申し訳ございません。資料の方ですね、ちょっと白黒で提出さ

せてもらってるので大変見にくいかとは思うんですけども、３ページの右横に記させ

てもらっております、薄く色が着色されている、地図上で言いますと、数字で■■■

■■■とか、■■■■■とかという形で書かせてもらってる部分があります。こうい

った部分的な所が、安堵町に売買されておられまして、真ん中の■■■■■等々です

ね、この辺りに関しましてはまだ、御本人の所有地ということになりますので、部分

的に分筆させていただいて、安堵町へ譲渡していただくという、ちょっとこの地図で

は申し訳ございません、白黒で分かりにくいので、もし必要であればまたカラーで。 

 

議長（近藤晃一） 今、池田理事が言っていただいた部分は、３ページを横にして、丈量図

と書いてある下の左側の逆Ｌ字型と、その右側のＩ字型の部分ですか。 

 

理事（池田佳永） １個１個ちょっと説明させていただきます。真ん中に■■■■■と書い

ている土地がございます。その上に■■■■■と書いている土地がございます。もう

一つ上段ですね、ちょっと濃いめの字で、里道（町道）と書いている土地があるんで
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すけども、そのすぐ下が空白で空いてる土地がございます。そのもう一つ右側にも■

■■■■■という形で土地が、薄く、この白黒の図面では着色してる土地がございま

す。これを全部ひっくるめた一つが■■■■■番地となりますので、今、分けた、上

の着色しているところと道路の部分、ここが町のほうで買収をしておるところでござ

いますので、そこの境界、全体の境界画定と、町が買い戻した所ですね、ここの権利

譲渡を裁判で求めるところでございます。 

 

９番（森田 瞳） はい、議長。 

 

議長（近藤晃一） はい。森田瞳議員。 

 

９番（森田 瞳） この■■■■■■■の一部ということで、ここで対象物件を示して、ち

ょっと面積的にも、ここで付記されておらない。私だけで結構ですので、ちょっと私

に色の分けた図ですね、分かりやすい図ちょっと提供いただけたらありがたい。 

  私、このね、今、相手方の■■■■さん共々よく存じておられる方やから、ちょっと

私自身が比較的ちょっと詳しくしておきたいなと、頭で整理しておきたいなという思

いもございますので、できましたら後日で結構ですので、よろしくお願いいたします。 

 

理事（池田佳永） はい、議長。 

 

議長（近藤晃一） はい。池田理事。 

 

理事（池田佳永） 申し訳ございません。また資料の方ですね、きちっと着色して分かりや

すい図面がございますので、そちらの方を提出したいと思います。よろしくお願いい

たします。 

 

議長（近藤晃一） 本件ですけども、この薄く塗った部分で、合計面積が６１．８９平米と

いうことでよろしいですかね。 

 

理事（池田佳永） それも踏まえて、もう少しわかりやすい図面を。 

 

議長（近藤晃一） それも含めて、後日いただくということで。 



53 

 

  他に、質疑ございませんか。 

 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（近藤晃一） 質疑なしと認めます。 

  これより、討論を行います。 

  討論は、ございますか。 

 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（近藤晃一） 討論なしと認めます。 

  これより、議案第１２号を採決します。 

  この採決は起立によって行います。 

  本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

 

（賛成者 起立） 

 

議長（近藤晃一） 起立全員です。お座りください。 

  議案第１２号は、原案のとおり可決されました。 

 

 -----------------------------------------------------------------------------------------  

 

議長（近藤晃一） 日程第１９ 認定第１号「令和６年度安堵町一般会計歳入歳出決算の認

定について」から、日程第２４ 認定第6号「令和６年度安堵町下水道事業会計剰余

金の処分及び決算の認定について」までの６議案を一括議題といたします。 

  一括して、提案理由の説明を求めます。 

 

会計管理者（富士青美） はい、議長。 

 

議長（淺野 勉） はい。富士会計管理者。 

 

（富士会計管理者 登壇） 
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会計管理者（富士青美） 会計管理者 富士でございます。よろしくお願いいたします。認

定第１号「令和６年度安堵町一般会計歳入歳出決算の認定について」から、認定第6

号「令和６年度安堵町下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について」まで、

一括して御説明いたします。 

  はじめに、認定第１号から認定第４号までの、一般会計と特別会計についてです。 

  地方自治法第２３３条の規定に基づき、令和６年５月末日をもって前年度の出納を

閉鎖後、令和６年度決算を調製し、7月２２日から２４日までの3日間で監査委員に

よる決算審査を受けましたので、監査委員の意見書を付けて、議会の認定をいただく

ために上程するものでございます。 

  決算書２ページを御覧ください。 

  一般会計歳入歳出予算額４７億６，１０６万４９２円に対して、歳入決算額４５億

３，９００万６，１０６円、歳出決算額４３億１，４１４万９，６１９円。歳入歳出

差引残高２億２，４８５万６，４８７円、このうち、翌年度への繰越明許費繰越額は

１９４万９，０００円であり、これを減じた２億２，２９０万７，４８７円は翌年度

への繰越。 

  次に、国民健康保険特別会計歳入歳出予算額９億５，０２７万８，０００円に対し

て、歳入決算額８億１，７６８万６，２３５円、歳出決算額８億４０２万９，６２２

円。歳入歳出差引残高１，３６５万６，６１３円は翌年度へ繰り越し。 

  次に、介護保険特別会計（保険事業勘定）です。歳入歳出予算額９億３９４万６，０

００円に対して、歳入決算額8億６，２４７万６，６９９円、歳出決算額8億４，１

３５万５，２６５円。歳入歳出差引残高２，１１２万１，４３４円は翌年度へ繰り越

しました。 

  次に、後期高齢者医療特別会計歳入歳出予算額 1億５，７９２万５，０００円に対

して、歳入決算額1億４，２４７万６，６２８円、歳出決算額1億４，２３３万３，

３２８円。歳入歳出差引残高１４万３，３００円は翌年度への繰越です。 

  以上より、一般会計及び特別会計の総合計、一番下の欄ですが、歳入歳出予算額６７

億７，３２０万９，４９２円に対して、歳入決算額６３億６，１６４万５，６６８円、

歳出決算額６１億１８６万７，８３４円。歳入歳出差引残高２億５，９７７万７，８

３４円、このうち、翌年度への繰越明許費繰越額は１９４万９，０００円であり、こ

れを減じた２億５，７８２万８，８３４円は翌年度へ繰り越しとなりました。 

  それでは、議案書を朗読いたします。 

 認定第1号～第4号 令和６年度安堵町歳入歳出決算の認定について 
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  地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第 3項の規定に基づき、令和６

年度安堵町歳入歳出決算を別紙監査委員の意見を付けて議会に提出し、認定を求める。 

 1 令和６年度安堵町歳入歳出決算の認定について 

  認定第1号 一般会計歳入歳出決算 

  認定第2号 国民健康保険特別会計歳入歳出決算 

  認定第3号 介護保険特別会計（保険事業勘定）歳入歳出決算 

  認定第4号 後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 

 2 令和６年度安堵町各種会計別決算総括表、款別決算額比較表、決算書、実質収支に

関する調書、決算事項別明細書、財産に関する調書 

 3 監査委員審査意見書 

 4 主要な施策の成果の説明書 

  令和７年9月２日提出、安堵町長 西本安博。 

  次に、認定第５号と認定第６号、公営事業会計についてです。地方公営企業法第３０

条の規定に基づき、令和６年度終了後、前年度の出納を閉鎖し、令和６年度決算書を

調製しました。監査委員による決算審査を受けましたので、監査委員の意見書を付け

て、議会の認定をいただくために上程するものでございます。 

  水道事業会計について、決算書４ページと５ページをお願いします。 

  収益的収入及び支出、収入予算額１億９，３５０万３，０００円に対して、決算額１

億８，１５６万８，１６６円。支出予算額２億８１７万８，０００円に対して、決算

額１億８，２９４万４，００８円となりました。 

  資本的収入及び支出、収入予算額０円、決算額０円。支出予算額７，３７３万１，０

００円に対して、決算額５，４１１万８，１９１円。資本的収入の資本的支出額に対

する不足額５，４１１万８，１９１円には、過年度分損益勘定留保資金４，９５３万

８，３９２円と、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額４５７万９，７９

９円で補填いたしました。 

  それでは、議案書を朗読いたします。 

 認定第５号 令和６年度安堵町水道事業会計決算の認定について 

  地方公営企業法（昭和２７年法律第２９２号）第３０条第４項の規定に基づき、令和

６年度安堵町水道事業会計決算を別紙監査委員の意見をつけて議会に提出し、認定を

求める。 

  令和７年9月２日提出、安堵町長 西本安博。 

  決算額など、概要については、先ほどの説明と重複するため割愛させていただきま
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す。 

  次に、下水道事業会計について。 

  下水道事業会計の決算書４ページと５ページをお願いいたします。 

  収益的収入及び支出、収入予算額２億５，７２７万４，０００円に対して、決算額２

億４，２１５万６，６３２円。支出予算額２億５，７２７万４，０００円に対して、

決算額２億３，３５６万７，５５２円。 

  資本的収入及び支出、収入予算額１億３，５５７万円に対して、決算額１億３，３８

０万円。支出予算額２億２，６５５万８，０００円に対して、決算額２億１，８３５

万６２５円。資本的収入額の資本的支出額に対する不足する額８，４５５万６２５円、

これには当年度分の損益勘定留保資金７，９５２万４，６６５円と、消費税及び地方

消費税資本的収支調整額５０２万５，９６０円で補填しました。 

  また、剰余金処分については９ページを御覧ください。 

  未処分利益剰余金２，１９６万５，１２７円、議決による処分、減債積立金相当額資

本金組入れ１，０００万円を減じた処分後残高繰越利益剰余金は１，１９６万５，１

２７円となります。 

  それでは議案書を朗読いたします。 

 認定第６号 令和６年度安堵町下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定につい

て 

  地方公営企業法（昭和２７年法律第２９２号）第３２条第２項の規定に基づき、令和

６年度安堵町下水道事業会計決算に伴う剰余金を剰余金処分計算書（案）のとおり処

分し、併せて同法第３０条第４項の規定に基づき、令和６年度安堵町下水道事業会計

決算を別紙監査委員の意見をつけて議会に提出し、認定を求める。 

  令和７年9月２日提出、安堵町長 西本安博。 

  決算額剰余金処分の概要については、先ほどの説明と重複するため割愛させていた

だきます。 

  以上です。 

  御審議、認定賜りますよう、お願い申し上げます。 

 

議長（近藤晃一） 続きまして、決算審査の意見について報告を求めます。 

 

議会選出監査委員（福井保夫） はい、議長。 
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議長（近藤晃一） はい。福井議員。 

 

（福井議会選出監査委員 登壇） 

 

議会選出監査委員（福井保夫） 議会選出監査委員の福井です。それでは、監査委員による

決算審査の結果について報告します。 

  これは、代表監査委員との合議によるものであることを最初に申し上げておきます。 

  はじめに、安堵町一般会計及び特別会計決算審査の結果について。 

 第１ 審査の対象、令和６年度安堵町一般会計歳入歳出決算、安堵町国民健康保険特

別会計歳入歳出決算、安堵町介護保険特別会計（保険事業勘定）歳入歳出決算、安堵

町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算。 

 第２ 審査の期日、令和７年７月２２日、２３日、２４日 

 第３ 審査の実施者、安堵町監査委員 植平勝彦、安堵町監査委員 福井保夫 

 第４ 審査の方法、審査に付された各決算書及び決算付属書類が、関係法令に準拠し

て作成されているかどうかを確かめ、これらの計数の正確性を検証するため、関係帳

簿その他証拠書類との照合等、通常実施すべき審査手続を実施したほか、必要と認め

たその他の審査手続を実施した。 

  会計管理者が所管している諸帳簿及び決算に関する証拠書類等と照合し、また、関

係職員から説明を聴取するとともに、定期監査及び例月現金出納検査の結果を踏まえ

て審査を実施した。 

  なお、有価証券等については令和７年７月２２日に確認を行った。 

 第５ 審査の結果、審査に付された一般会計及び各特別会計の歳入歳出決算書、歳入

歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書及び財産に関する調書の各計数は、関

係法令に準拠して作成され、誤りのないものと認められた。 

  関係調書については、一部軽微な誤りの箇所があり、その都度、口頭で是正・訂正を

促したので、今後は適正な処理をお願いしたい。 

  各基金の運用状況については、計数に誤りなく適正に運用されているものと認めら

れた。 

  決算の結果、概要及び基金については、決算審査意見書２ページ以降のとおりでご

ざいます。 

  それでは、審査の結果の意見を申し述べます。 

  審査意見。 
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  令和６年度の「第５次安堵町総合計画」「第２期総合戦略」を実行するにあたり、各

施策が展開できるよう必要な諸経費が計上され、住民生活に影響のあるもの、町の発

展につながる事業及び各種イベント等が実施された。 

  特に、子育て世帯への母子保健・児童福祉一体的相談支援を行うため「「Ｌｉｖｉｎ

ｇ Ｐａｒｋ キラリエ」をオープンさせ、子ども家庭総合支援拠点事業を展開された。 

  また、ごみ処理広域化に伴う、山辺・県北西部広域環境衛生組合への負担金交付、遊

水地整備事業等に係る都市計画事業用地や、水害用ボート等の防災対策用備品の購入

等を行った。 

  一般会計決算の状況については、歳入総額４５億３，９００万６，１０６円、歳出総

額４３億１，４１４万９，６１９円、差引額２億２，４８５万６，４８７円で、翌年

度繰越財源１９４万９，０００円を減じた実質収支額は２億２，２９０万７，４８７

円で、黒字となっている。 

  また、特別会計についても、実質収支額で黒字となっており、本町の財政は収支にお

いて健全状態にあると言える。 

  しかし、一般会計の自主財源は１５億１，１５９万９，１７７円であり、財政構成に

おいて３３．３％で、前年度と比べ２．２％減と、依然として低率となっている。町

行政活動の自主性・安定性を得るために、自主財源の増額を図るための方策が必要と

思われるので、各補助金等についても今後再考されたい。 

  今後、より一層厳しい行政運営が予想されるが、計画的・効率的な財政運営で、限ら

れた財源を最大限に活用し、効果を上げるよう町民の生活向上に努めることを期待す

るものである。 

  今後の財政運営について。基金残高は増加したものの、物価高騰への対応、社会保障

関係経費の増大、災害対策及び町内公共施設老朽化に伴う改修等、歳出の増加が見込

まれる。一層健全な財政運営に向けた取組を進められるとともに、自主財源の拡大策

を引き続き検討し、安定した歳入の確保に努められたい。 

  今後も「第５次安堵町総合計画」「第２期総合戦略」を基に、子育て、教育、医療、

産業振興、生活環境などの政策目標のさらなる推進等が行われ、役場全体の業務量が

さらに増えることが懸念される。 

  常に業務の見直しを行い、限られた財源の中で、歳出の効率化・重点化を図り、健全

な財政運営と行政改革に努められたい。 

  次に、令和６年度安堵町水道事業会計決算審査の結果について。 

 第１ 審査の対象、令和６年度安堵町水道事業会計決算 
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 第２ 審査の期日、令和７年７月２３日 

 第３ 審査の実施者、安堵町監査委員 植平勝彦、安堵町監査委員 福井保夫 

 第４ 審査の方法、審査に付された決算書類が関係法令に準拠して作成され、水道事

業の経営成績及び財政状態を適正に表示しているかどうかを検証するため、会計帳簿

その他の会計帳簿及び関係書類との帳簿突合、証憑突合、決算突合等の通常実施すべ

き審査手続及び必要と認めたその他の審査手続を実施した。 

  また、関係職員から説明を聴取するとともに、定期監査及び例月現金出納検査の結

果を踏まえて審査を実施した。 

  なお、審査にあたっては、水道事業が地方公営企業法第３条の規定に従い、合理性と

能率性の発揮と公共の福祉を増進するよう運営されたかどうかを検討するための分

析等も行った。 

 第５ 審査の結果、審査に付された令和６年度水道事業会計決算書書類は、関係法令

に準拠して作成されており、当事業年度の経営成績及び当事業年度末の財政状況を適

正に表示しているものと認められた。 

  決算の概要は、決算審査意見書2ページ以降のとおりでございます。 

  それでは、審査結果の意見を申し述べます。 

  審査意見。 

  令和６年度決算において、営業収益が１億４，５３４万９，７１９円で、対前年度２

３７万５０９円減少、うち給水収益が１億３，１０５万９，５９６円で、対前年度２

４７万１，２１８円減少した。また営業費用が１億７，１７８万９，８３３円で、対

前年度４７万２９４円増加した。 

  なお、営業収益から営業費用を差し引いた営業損失は２，６４４万１１４円となっ

た。 

  令和６年度の利益剰余金は、営業損失に営業外収益を加え営業外費用を差し引いた

経常損失６４０万６１７円と、特別利益を合算した結果が、当年度純損失６１８万４，

７６２円となり、前年度繰越利益剰余金７億４，４８２万７，９２９円を加えると、

７億３，８６４万３，１６７円となった。 

  令和６年度の決算に関し、水道事業収益は１億８，１５６万８，１６６円で、対前年

度１６９万８，１４７円の減少という結果となっている。 

  資本的収支についても、予算内で計画的に執行できている。 

  今後も、収支について精査しつつ、水道事業運営を適切に進められたい。 

  次に、令和６年度安堵町下水道事業会計決算審査の結果について。 
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 第１ 審査の対象、令和６年度安堵町下水道事業会計決算 

 第２ 審査の期日、令和７月２３日 

 第３ 審査の実施者、安堵町監査委員 植平勝彦、安堵町監査委員 福井保夫 

 第４ 審査の方法、審査に付された決算書類が関係法令に準拠して作成され、下水道

事業の経営成績及び財政状態を適正に表示しているかどうかを検証するため、会計帳

簿、その他の会計帳簿及び関係書類との帳簿突合、証憑突合、決算突合等の通常実施

すべき審査手続及び必要と認めたその他の審査手続を実施した。 

  また、関係職員から説明を聴取するとともに、定期監査及び例月現金出納検査の結

果を踏まえて審査を実施した。 

  なお、審査にあたっては、下水道事業が地方公営企業法第３条の規定に従い、合理性

と能率性の発揮と公共の福祉を増進するよう運営されたかどうかを検討するための

分析等も行った。 

 第５ 審査の結果、審査に付された令和６年度下水道事業会計決算書書類は、関係法

令に準拠して作成されており、当事業年度の経営成績及び当事業年度末の財政状況を

適正に表示しているものと認められた。 

  決算の概要は、決算審査意見書2ページ以降のとおりでございます。 

  それでは、審査結果の意見を申し述べます。 

  審査意見。 

  令和６年度決算において、営業収益が６，７６６万２，１３９円で、対前年度２４４

万６，８３３円減少、うち下水道使用料が６，６１５万７，１３９円で、対前年度２

４万２，１６７円増加した。また、営業費用が２億２２８万９，８６６円で、対前年

度１，１０３万８７２円増加した。 

  なお、営業収益から営業費用を差し引いた営業損失は１億３，４６２万７，７２７円

となった。 

  令和６年度の利益剰余金は、営業損失に営業外収益を加え営業外費用を差し引いた

経常利益６９１万４，３８０円と、特別利益１１万２，３７３円を合算した結果が、

当年度純利益７０２万６，７５３円となり、前年度繰越利益剰余金４９３万８，３７

４円を加えると、１，１９６万５，１２７円となった。 

  令和６年度の決算に関し、下水道事業収益は２億４，２１５万６，６３２円で、対前

年度８，７２０万１，５５８円の減少という結果となっている。 

  資本的収支についても、予算内で計画的に執行できている。 

  今後も、収支について精査しつつ、下水道事業運営を適切に進められたい。 
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  以上です。 

 

議長（近藤晃一） 福井監査委員、ありがとうございました。 

  それでは、これより一括質疑を行います。 

  質疑は、ありませんか。 

 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（近藤晃一） 質疑なしと認めます。 

  お諮りします。 

  認定第１号につきましては私、議長と監査委員である福井議員を除く７名の委員で

構成する一般会計決算審査特別委員会を設置し、これに付託したいと思います。 

  御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（近藤晃一） 異議なしと認めます。 

  よって、認定第１号は、議長と監査委員を除く７名の委員で構成する一般会計決算

審査特別委員会を設置し、これに付託して審査することに決定いたしました。 

  次に、認定第２号から認定第６号までの５議案についても、議長と監査委員である

福井議員を除く７名の委員で構成する特別会計等決算審査特別委員会を設置し、これ

に付託したいと思います。 

  御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（近藤晃一） 異議なしと認めます。 

  よって、認定第２号から認定第６号までの５議案については、議長と監査委員を除

く７名の委員で構成する特別会計等決算審査特別委員会を設置し、これに付託して審

査することに決定いたしました。 

  只今設置されました各決算審査特別委員会の正副委員長の互選を行いますので、暫

時休憩いたします。 
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  只今、１３時５０分ですので、１４時まで休憩といたします。 

 

 

 

休 憩（午後 １時５０分） 

再 開（午後 ２時００分） 

 

 

 

議長（近藤晃一） 休憩前に引き続き、会議を再開します。 

  先ほど設置されました各決算審査特別委員会の正副委員長を申し上げます。 

  一般会計決算審査特別委員会 委員長 森田裕康議員、副委員長 淺野勉議員。 

  特別会計等決算審査特別委員会 委員長 上林勝美議員、副委員長 山岡敏議員。 

  以上ですので、よろしくお願いいたします。 

 

 --------------------------------------------------------------------------  

 

議長（近藤晃一） 続いて、日程第２５ 報告第３号「令和６年度決算に係る健全化判断比

率報告書について」及び日程第２６ 報告第４号「令和６年度決算に係る資金不足比

率報告書について」を一括議題とします。 

  一括して、提案理由の説明を求めます。 

 

総合政策課長（増田篤人） はい、議長。 

 

議長（近藤晃一） はい。増田総合政策課長。 

 

（増田総合政策課長 登壇） 

 

総合政策課長（増田篤人） 総合政策課 増田でございます。よろしくお願いいたします。

報告第３号「令和６年度決算に係る健全化判断比率報告書について」でございます。 

  議案書を朗読いたします。 

 報告第３号 令和６年度決算に係る健全化判断比率報告書 

  地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成１９年法律第９４号）第３条第１
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項の規定により、令和６年度の健全化判断比率を次のとおり報告します。 

  下段の表のとおりでございます。 

  実質赤字比率、連結実質赤字比率については、黒字であったため、該当はございませ

ん。 

  また、実質公債費比率、将来負担比率については、早期健全化基準を下回っており、

該当はございません。 

  令和７年９月２日報告、安堵町長 西本安博。 

  以上、報告でございます。 

  続きまして、報告第４号「令和６年度決算に係る資金不足比率報告書」でございま

す。 

  議案書を朗読いたします。 

 報告第４号 令和６年度決算に係る資金不足比率報告書 

  地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成１９年法律第９４号）第２２条第

１項の規定により、令和６年度の資金不足比率を次のとおり報告します。 

  令和６年度水道事業会計及び下水道事業会計の決算の結果、いずれの会計ともに資

金不足は生じていないため、資金不足比率は該当ございません。 

  令和７年９月２日報告、安堵町長 西本安博。 

  以上、報告いたします。 

 

議長（近藤晃一） はい。続きまして、審査結果について報告を求めます。 

 

議会選出監査委員（福井保夫） はい、議長。 

 

議長（近藤晃一） はい。福井議員。 

 

（福井議会選出監査委員 登壇） 

 

議会選出監査委員（福井保夫） それでは、監査委員２名を代表いたしまして、令和６年度

決算に係る財政健全化判断比率の審査結果及び資金不足比率の審査結果について、一

括して報告します。代表監査委員との合議によるものです。 

  はじめに、財政健全化判断比率です。 

 第１ 審査の対象、地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成１９年法律第９
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４号）第３条第１項の規定に基づき算定された健全化判断比率の算定の基礎となる事

項を記載した書類。 

 第２ 審査の期日、令和７年７月２４日 

 第３ 審査の実施者、安堵町監査委員 植平勝彦、安堵町監査委員 福井保夫 

 第４ 審査の方法、審査に付された令和６年度決算に基づく健全化判断比率が関係法

令に準拠し適正に算定されているかを主眼において実施した。 

  審査においては、総務省が作成した記載要領等に基づき、健全化判断比率を算定す

るための算定様式の記載事項について、関係部局が作成した算定根拠資料、関係証書

類等との照合、確認を行った。 

  さらに、算定手順等の妥当性を確認するために、関係職員からの説明及び聴取を実

施した。 

 第５ 審査の結果、審査に付された令和６年度決算に基づく健全化判断比率及びその

算定の基礎となる事項を記載した書類の作成は、いずれも適正であると認められた。 

  各比率は、意見書2ページ以降に掲載されているとおりであります。 

  それでは、審査結果意見を申し述べます。 

  実質赤字比率及び連結実質赤字比率は、赤字比率には該当しない。実質公債費比率

及び将来負担比率については健全と言える。 

  よって、特に是正改善を要する、指摘すべき事項はない。 

  次に、資金不足比率について。 

 第１ 審査の対象、地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成１９年法律第９

４号）第２２条第１項の規定により審査に付された資金不足比率の算定の基礎となる

事項を記載した書類。 

 第２ 審査の期日、令和７年７月２４日 

 第３ 審査の実施者、安堵町監査委員 植平勝彦、安堵町監査委員 福井保夫 

 第４ 審査の方法、審査に付された令和６年度決算に基づく資金不足比率が関係法令

に準拠し適正に算定されているかを主眼において実施した。 

  審査においては、総務省が作成した記載要領等に基づき、資金不足比率を算定する

ための算定様式の記載事項について、関係部局が作成した算定根拠資料、関係証書類

等との照合、確認を行った。 

  さらに、算定手順等の妥当性を確認するために、関係職員からの説明及び聴取を実

施した。 

 第５ 審査の結果、審査に付された令和６年度決算に基づく健全化判断比率及びその
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算定の基礎となる事項を記載した書類の作成は、いずれも適正であると認められた。 

  比率は、意見書2ページ以降に掲載しているとおりであります。 

  それでは、審査結果意見を申し述べます。 

  令和６年度の水道事業会計、下水道事業会計ともに資金不足は生じていないため、

資金不足比率には該当しない。 

  よって、特に是正改善を要する、指摘すべき事項はなかった。 

  以上です。 

 

議長（近藤晃一） はい。ありがとうございました。 

  これより、一括して質疑を行います。 

  質疑は、ありませんか。 

 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（近藤晃一） 質疑なしと認めます。 

  これで、報告第３号及び報告第４号を終結します。 

 

 --------------------------------------------------------------------------  

 

議長（近藤晃一） 以上で、本日の日程は、すべて終了しました。 

  次の本会議は９月の３日、午前１０時開会です。一般質問を予定しております。 

  本日は、これで散会いたします。 

 

 

 

散 会 

午後 ２時１０分 
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